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宇都宮商工会議所創立１３０周年

１３０周年を迎える
宇都宮商工会議所
記念ロゴマークと
特設ウェブサイトを開設！
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○健康診断
○日帰り人間ドック
○特定退職金共済
○商工会議所の検定試験
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17 うつのみやのルーツを探る
16 藤富郷のクラウドな話
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23 クロスワードパズル

8 メンバーズパーク
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オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座
を

開
始
し
た
経
緯 

　

令
和
元
年
に
発
生
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
東
京
商
工
会
議
所
の
研
修
事
業
に
も
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
、
感
染
拡
大
が
始
ま
っ
た
時
期

に
は
、
研
修
講
座
の
中
止
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
で
も
「
会
社
の
成
長
・
発
展
の
た
め

に
、
人
材
育
成
に
取
り
組
み
た
い
」
と
い
う
会
員

事
業
者
か
ら
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、
東
京
商
工

会
議
所
で
は
令
和
２
年
６
月
よ
り
「
オ
ン
ラ
イ
ン

研
修
講
座
」
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
地
商
工
会
議
所
に
お
い
て
も
同
じ
状

況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、東
京
商
工
会
議
所
は
「
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座
」
の
開
催
に
つ
い
て
各
地
商

工
会
議
所
と
の
連
携
を
開
始
し
、
宇
都
宮
商
工

会
議
所
と
は
令
和
３
年
４
月
に
提
携
を
開
始
し
て

い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座
の
動
向

　
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
に
伴
い
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
が
普
及
・
定
着
し
ま
し
た
が
、
オ

ン
ラ
イ
ン
研
修
講
座
の
導
入
当
初
は
、「
オ
ン
ラ
イ

ン
」
で
は
な
く
「
通
学
」、
い
わ
ゆ
る
リ
ア
ル
開
催

が
支
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
東
京
商
工
会
議
所
で

は
１
５
０
に
及
ぶ
テ
ー
マ
で
年
間
約
３
０
０
講
座

を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
、

深
刻
化
に
よ
り
「
通
学
講
座
」
を
開
催
で
き
る

状
況
に
は
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
」
を
開
催
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
会
員
事
業
者
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

に
つ
い
て
「
通
学
講
座
と
変
わ
ら
な
い
受
講
効
果

が
得
ら
れ
る
の
か
」
と
いっ
た
声
が
聞
か
れ
て
い
た

の
も
事
実
で
す
。
東
京
商
工
会
議
所
で
は
そ
う

し
た
不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
個
々
の
講
座
の

内
容
を
精
査
し
、
こ
れ
ま
で
投
影
資
料
を
用
い
て

い
な
か
っ
た
講
座
に
つい
て
は
、
画
面
投
影
資
料
を

導
入
し
た
り
、
画
面
投
影
資
料
の
文
字
の
サ
イ
ズ

を
大
き
く
し
て
再
編
集
し
た
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
で
あ
っ
て
も
グ
ル
ー
プ
討
議
を
積
極
的
に
取
り

入
れ
る
と
いっ
た
工
夫
を
行
い
ま
し
た
。
加
え
て
、

講
師
の
先
生
方
に
対
し
て
も
、
ゆ
っ
く
り
と
大
き

な
声
で
は
っ
き
り
と
発
言
し
て
い
た
だ
く
こ
と
や
、

受
講
者
の
集
中
力
が
途
切
れ
な
い
よ
う
適
切
な
タ

イ
ミ
ン
グ
で
休
憩
を
入
れ
る
な
ど
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
で
の
講
義
に
慣
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
努
め
ま

し
た
。

　

今
と
な
っ
て
は
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
は
研
修
講
座

の
約
半
数
を
占
め
、
多
く
の
会
員
事
業
者
に
ご
利

用
い
た
だ
く
な
ど
、
普
及
・
定
着
し
た
感
が
あ
り

ま
す
。

　

特
に
各
地
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
者
の
皆

さ
ま
は
移
動
時
間
を
考
慮
せ
ず
に
受
講
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
か
ら
、
同
一
企
業
に
お
い
て
全
国
各

地
の
事
業
所
の
社
員
の
方
々
が
オ
ン
ラ
イ
ン
を
通

じ
て
、同
じ
階
層
別
研
修
講
座
を
受
講
す
る
な
ど

「
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
で
は
」
の
受
講
を
さ
れ
る
ケ
ー

ス
も
出
て
き
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
普

及
・
定
着
に
よ
り
受
講
者
数
は
増
加
し
て
お
り
、

満
足
度
に
関
し
ま
し
て
も
通
学
講
座
と
変
わ
ら

ず
高
い
状
況
と
な
って
い
ま
す
。

人
気
の
あ
る
研
修
講
座

　

東
京
商
工
会
議
所
で
は
約
１
５
０
に
及
ぶ
テ
ー

マ
で
年
間
約
３
０
０
講
座
を
開
催
し
て
お
り
、
そ

の
う
ち
の
約
半
数
が
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
と
な
っ
て
い

ま
す
。
通
学
講
座
と
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
平
均
受

講
者
数
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
面
に
お
い
て
も
、
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
が
普
及
・
定
着
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
と

い
え
ま
す
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

型
講
座
を
含
む
）
で
人
気
の
あ
る
講
座
、
受
講

者
数
が
多
い
講
座
は
ど
の
よ
う
な
分
野
で
あ
る
の

か
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
１
）。

　

令
和
4
年
度
に
開
催
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
で

最
も
受
講
者
数
が
多
か
っ
た
の
は
「
新
入
社
員
の

た
め
の
『
報
・
連
・
相
』
徹
底
訓
練
講
座
」
で

あ
り
、
50
名
が
受
講
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、

新
入
社
員
を
対
象
に
「
報
・
連
・
相
」
を
通
じ

て
職
場
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け

る
た
め
の
講
座
で
あ
り
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
取
り

入
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
２
位
以
降
の

講
座
を
見
て
み
る
と
、分
野
と
し
て
は
新
入
社
員
、

階
層
別
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
普
及
・
定
着
し
た

こ
と
で
、
幅
広
い
分
野
・
テ
ー
マ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講

座
が
多
く
の
受
講
者
か
ら
支
持
を
得
て
い
る
こ
と

か
ら
、
東
京
商
工
会
議
所
で
は
今
後
も
オ
ン
ラ
イ

ン
講
座
の
テ
ー
マ
や
講
座
数
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
か
ら
で
も
新
入
社
員
研
修
に

活
用
で
き
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

　

東
京
商
工
会
議
所
で
は
毎
年
春
に
新
入
社
員

向
け
の
講
座
を
開
催
し
、
多
く
の
会
員
事
業
者

に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
入
社
員
講
座

を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
、
特
に
こ
こ
数
年
は

売
り
手
市
場
に
よ
り
企
業
は
新
卒
採
用
に
苦
戦

し
て
い
る
一
方
で
、
東
京
商
工
会
議
所
が
新
入
社

員
講
座
の
受
講
者
を
対
象
に
昨
年
実
施
し
た
調

査
で
は
、「
就
職
す
る
会
社
を
選
ぶ
上
で
魅
力
に

感
じ
る
企
業
の
制
度
」
に
つ
い
て
「
人
材
育
成
体

系（
研
修
）の
充
実
」が
上
位
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

新
入
社
員
に
対
す
る
研
修
に
一
層
力
を
入
れ
て
い

く
企
業
が
増
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
本
年
も
通
学
講

座
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の
両
方
で
新
入
社
員
向
け

の
講
座
を
企
画
し
て
い
ま
す
が
、
本
誌
発
行
日
以

降
に
開
催
さ
れ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
ご
紹
介
し

ま
す
。

　

ま
ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
で
昨
年
度
の
受
講
者

数
が
第
１
位
で
あ
っ
た「
新
入
社
員
の
た
め
の『
報・

連
・
相
』
徹
底
訓
練
講
座
」
で
す
。
本
年
は
4

月
20
日
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の

新
入
社
員
向
け
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
に
つい
て
は
、
グ

ル
ー
プ
討
議
を
取
り
入
れ
た
内
容
で
、
新
入
社
員

か
ら
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
て
お
き
た
い
必
須
科

目
と
も
い
え
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
学
ぶ
「
事
例

で
学
ぶ
！
新
入
社
員
の
た
め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

講
座
」
は
４
月
21
日
の
開
催
、
数
字
で
考
え
数

字
で
語
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
講
座
で
あ
る

「
入
社
１
年
目
か
ら
の
数
字
力
強
化
講
座
」
は
５

月
16
日
の
開
催
、
グ
ル
ー
プ
討
議
を
取
り
入
れ
た

内
容
で
昨
年
度
も
多
く
の
方
が
受
講
さ
れ
た
「
新

入
社
員
の
た
め
の
『
仕
事
の
段
取
り
力
』
養
成

講
座
」
は
５
月
17
日
、
25
日
の
２
回
の
開
催
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
講
座
は
い
ず
れ
も
人
気

講
座
と
な
って
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
し
込
む

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
の

今
後
の
見
通
し
に
つ
い
て

　

東
京
商
工
会
議
所
は
、
令
和
５
年
度
に
86
テ
ー

マ
、
１
３
６
講
座
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
開
催
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
新
入
社
員
講
座
や
階
層

別
研
修
に
加
え
て
、「
Ｄ
Ｘ・デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
」

や
「
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー
ト
ラ
ル
」、「
生
産
性
向
上
」、

「
職
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
」、

「
多
様
な
働
き
方
」
な
ど
中
小
企
業
の
経
営
課
題

や
最
新
の
政
策
動
向
に
対
応
し
た
講
座
を
多
数

取
り
揃
え
て
い
ま
す
。
東
京
商
工
会
議
所
が
昨

年
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、社
員
に
対
す
る
研
修・

教
育
訓
練
は
「
重
要
」
で
あ
る
と
考
え
る
企
業

が
実
に
99
・2
％
に
達
し
て
い
る
な
ど
、
企
業
に
お

け
る
人
材
育
成
や
能
力
開
発
の
機
運
は
一
層
高
ま

って
い
ま
す
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
の
会
員
事
業
者
は
、
東

京
商
工
会
議
所
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
を
割
引
価
格

（
一
般
価
格
の
約
半
額
）
で
受
講
す
る
こ
と
が
き

で
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問合せ

総務部
☎028-637-3131

　
４
月
に
入
社
し
た
新
入
社
員
に
向
け
て
、社
会
人
と
し
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
、専
門
的
な
知
識
を
学
ぶ
研

修
な
ど
に
取
り
組
む
企
業
が
多
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で
、当
所
が
東
京
商
工
会
議
所
と
提
携
し
て
い
る
オ
ン
ラ

イ
ン
研
修
講
座
に
つ
い
て
、東
京
商
工
会
議
所
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

新
入
社
員
研
修
を
含
め
た
1
3
6
講
座
、86
テ
ー
マ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
が
開
講

今
か
ら
で
も
間
に
合
う
！

オ
ン
ラ
イ
ン
受
講
可
能
な
新
入
社
員
研
修

東京商工会議所
オンライン研修

特集1図１／令和4年度  受講者数上位20位のオンライン講座

図2／４月10日以降でも申込・受講可能な講座

 分　野 テーマ（開催日）  受講者数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

新入社員

階層別

営業・販売

ビジネススキル

ビジネススキル

 経営・マネジメント

ビジネススキル

指導・育成

階層別

新入社員

指導・育成

ビジネススキル

階層別

指導・育成

ビジネススキル

貿易

財務・経理

貿易

貿易

指導・育成

新入社員のための「報・連・相」徹底訓練講座 （4/21）

中堅社員あなたの役割と仕事はこれだ！ （7/7）

営業“思考力”養成講座 （11/8）

 仕事の見える化を進める業務マニュアルの作成・管理の基本講座 （12/14）

若手社員向け段取り力向上講座 （2/21）

取締役・執行役員の役割と仕事 （9/2）

仕事の見える化を進める業務マニュアルの作成・管理の基本講座 （7/13）

 アンガーマネジメント×部下とのコミュニケーション・マネジメント （10/4）

中堅社員あなたの役割と仕事はこれだ！ （1/24）

新入社員のための「仕事の段取り力」養成講座 （4/19）

 リーダーのための心理的安全性の高いチームのつくり方 （11/17）

ロジカルシンキングの活かし方講座 （2/14）

 中堅社員あなたの役割と仕事はこれだ！ （10/24）

「自ら考え動く」チームづくり講座 （10/26）

ロジカルシンキングの活かし方講座 （6/17）

貿易実務講座〔基礎編〕 （4/26）

財務分析講座〔入門編〕 （6/16）

貿易実務講座〔基礎編〕 （9/7）

貿易実務講座〔基礎編〕 （6/8）

部下の成長をうながすフィードバックの技術講座 （2/22）

50人

48人

47人

47人

45人

44人

44人

44人

42人

40人

40人

40人

37人

37人

36人

35人

35人

35人

34人

34人

講座名 開催日 申込

新入社員のための
「報・連・相」徹底訓練講座
～職場に必須のコミュニケーション
　スキルを身につける～

4月20日

事例で学ぶ！新入社員のための
コンプライアンス講座　

4月21日

入社1年目からの
数字力強化講座

5月16日

新入社員のための
「仕事の段取り力」養成講座
～演習を通じてPDCAサイクルを
　身につける～

5月17日

新入社員のための
「仕事の段取り力」養成講座
～演習を通じてPDCAサイクルを
　身につける～

※最新の申込状況・残席等は、宇都宮商工会議所へお問い合わせ下さい。

5月25日
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2

　

令
和
４
年
度
第
５
回
常
議
員
会
な
ら
び
に
通

常
議
員
総
会
を
３
月
28
日（
火
）に
市
内
ホ
テ
ル

で
開
催
し
、
第
６
期
中
期
事
業
計
画
や
令
和
５

年
度
事
業
計
画
・
収
支
予
算
な
ど
の
各
議
案
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
６
期
中
期
事
業
計
画
の

概
要
と
令
和
５
年
度
事
業
計
画
、
お
よ
び
収
支

予
算
に
つい
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

誌
面
の
関
係
で
新
規
事
業
と
重
要
事
業
の
み

掲
載
し
ま
す
。
詳
し
く
は
当
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

1 

計
画
策
定
の
背
景（
略
）

2 

計
画
策
定
の
目
的

　

地
域
商
工
業
の
振
興
発
展
と
社
会
福
祉
の
増

進
を
図
る
唯
一
の
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て

の
役
割
を
認
識
し
、
社
会
経
済
環
境
の
変
化
と

課
題
を
的
確
に
捉
え
、
地
域
企
業
の
発
展
や
地

域
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
取
り
組
む
べ

き
事
業
を
定
め
、
計
画
的
か
つ
継
続
的
に
推
進

す
る
。

3 

計
画
期
間

　

令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
３
年

間※
社
会
経
済
状
況
の
変
化
等
を
勘
案
し
、
必
要

に
応
じ
て
見
直
す
。

4 

第
５
期
中
期
事
業
計
画
の
総
括（
抜
粋
）

重
点
施
策
❶
『
地
域
企
業
の
持
続
的
発
展
』

【
課
題
】

　

コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化
す
る
中
で
、
ウ
ィ
ズ
・
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
経
営
改
善
に
取
り
組

み
、
雇
用
確
保
、
売
上
向
上
に
向
け
て
尽
力
す

る
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
は
当
所
の
最
重
要

課
題
で
あ
る
。

　

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
経
営
に
つ
な
げ
る

た
め
に
、
経
営
分
析
を
通
じ
た
事
業
計
画
策
定
・

事
業
実
施
、
販
路
開
拓
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
よ
る
生
産
性
向
上
等
を
支
援
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
高
度
化
す
る
経
営
課
題
に
対
応
す
べ

く
、
専
門
家
の
活
用
や
支
援
手
法
の
平
準
化
、

対
話
と
傾
聴
を
通
じ
た
課
題
発
見
能
力
の
強
化

に
基
づ
く
伴
走
支
援
を
着
実
に
行
う
こ
と
で
、

小
規
模
事
業
者
の
目
標
達
成
に
向
け
て
支
援
対

応
を
図
って
い
く
。

　

さ
ら
に
、
第
二
期
経
営
発
達
支
援
計
画
に
基

づ
き
、
宇
都
宮
市
と
連
携
し
、
き
め
細
や
か
な

支
援
に
よ
り
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
経
営
を

支
援
し
て
い
く
。

重
点
施
策
❷
『
人
材
確
保
・
育
成
］

【
課
題
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
を
考
慮

し
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
る
ほ
か
、
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

で
き
な
か
っ
た
方
への
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
を
検

討
す
る
。

重
点
施
策
❸
『
地
域
産
業
支
援
』

【
課
題
】

　

宮
の
市
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
、
中
心
商
店
街

の
賑
わ
い
創
出
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
を
考
慮
し
た
事
業
の
実
施
と
、

商
店
街
等
に
対
す
る
事
業
の
事
前
周
知
を
徹
底

す
る
必
要
が
あ
る
。

重
点
施
策
❹
『
観
光
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
』

【
課
題
】

　

令
和
４
年
11
月
に
開
業
の
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇

都
宮
や
、
令
和
５
年
度
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
業
に
よ
り
、

県
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
来
宇
さ
れ
る
と
推
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
事
業
者
や
中
心
商
店

街
関
係
者
と
の
連
携
に
よ
る
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ

ョン
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

重
点
施
策
❺
『
販
路
開
拓
・
拡
大
』

【
課
題
】

　

本
施
策
に
関
わ
っ
た
事
業
者
の
売
上
向
上
な

ど
成
果
の
積
み
重
ね
と
情
報
発
信
を
継
続
す

る
。

重
点
施
策
❻
『
政
策
提
言
の
強
化
』

【
課
題
】

　

地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
実
態
を
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
会
員
事
業
所
や
、
役
員
・
議
員
、

部
会
・
委
員
会
等
か
ら
の
情
報
を
収
集
し
、
提

言
活
動
に
反
映
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

重
点
施
策
❼
『
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化
』

【
課
題
】

　

事
業
運
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
、
効
果
的
な
情
報
提
供
を
行
う

こ
と
で
、
会
員
加
入
促
進
と
退
会
防
止
を
強
化

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る

組
織
体
制
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

5  

活
動
指
針（
抜
粋
）

 　

計
画
実
現
に
向
け
、
３
つ
の
活
動
指
針
を
示

す
。

「
現
場
主
義
・
双
方
向
性
の
徹
底
」

⇒

地
域
に
根
付
い
て
い
る
強
み
を
生
か
し
、
多
く

の
会
員
企
業
の
声
を
吸
い
上
げ
、
対
話
等
に
よ
る

解
決
策
の
提
示
や
事
業
へ
反
映
さ
せ
る
。

「
幅
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
の
活
用
」

⇒

約
６
４
０
０
件
の
会
員
組
織
の
強
み
を
生
か

し
、
厚
み
、
深
み
、
広
が
り
を
持
っ
た
総
合
的
な

取
り
組
み
を
展
開
す
る
。

「
情
報
発
信
力
の
強
化
」

⇒

多
様
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
を
生
か
し
情
報
収

集
す
る
と
と
も
に
、
国
や
地
方
行
政
等
の
経
営

支
援
情
報
、
統
計
情
報
等
を
当
所
ホ
ー
ムペ
ー
ジ

や
会
報
等
を
通
し
て
積
極
的
に
発
信
す
る
。

6 

施
策
の
柱

1 

企
業
活
力
の
強
化（
重
点
施
策
❶
・
❷
）

　

国
や
県
、
市
等
に
よ
る
各
種
支
援
策
を
活
用

し
な
が
ら
、
地
域
経
済
の
基
盤
で
あ
る
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
の
経
営
課
題
の
克
服
や
企

業
体
質
の
強
化
、
成
長
促
進
に
向
け
て
、
外
部

専
門
家
や
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
、
財
務

分
析
、各
種
事
業
計
画
策
定
、事
業
再
生・承
継
、

創
業
、
人
材
育
成
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
併

せ
て
、
職
員
の
対
話
力
、
情
報
収
集
・
課
題
発

見
能
力
の
向
上
な
ど
支
援
体
制
の
充
実
・
強
化

を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
は

次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

① 

経
営
発
達
支
援

　

創
業
、
販
路
開
拓
、
経
営
革
新
な
ど
の
事
業

計
画
の
策
定
か
ら
実
行
ま
で
を
伴
走
型
で
支
援

す
る
こ
と
で
、
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展

を
図
る
。

ア 

経
営
発
達
支
援
事
業
（
伴
走
型
小
規
模
事

業
者
支
援
推
進
事
業
）

イ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業

ウ 
事
業
継
続
力
強
化
支
援
事
業

エ 
中
小
企
業
等
新
事
業
展
開
支
援
事
業

オ 

中
小
企
業
等
経
営
力
再
構
築
伴
走
支
援
事
業

② 

経
営
相
談
支
援

　

小
規
模
事
業
者
の
さ
ま
ざ
ま
な
経
営
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
経
営
指
導
員
等
の
情
報
共
有

化
と
支
援
能
力
向
上
を
図
り
、
企
業
と
同
じ
目

線
で
課
題
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

ア 

経
営
指
導
員
等
に
よ
る
巡
回
・
窓
口
相
談
事
業

イ 

事
業
環
境
変
化
対
応
型
支
援

ウ 

税
務
指
導
事
業
〔
決
算
代
行
、
記
帳
代
行
、

記
帳
継
続
指
導
等
〕

エ 

ク
ラ
ウ
ド
会
計
導
入
・
活
用
支
援
事
業

③ 

金
融
支
援

　

国
、
県
、
市
、
県
信
用
保
証
協
会
の
融
資
・

保
証
制
度
を
普
及
し
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事

業
者
の
資
金
調
達
を
支
援
し
ま
す
。

ア 

小
規
模
事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル
経
）

融
資
制
度
事
業

④ 

創
業
支
援

　

創
業
ス
ク
ー
ル
の
開
催
や
各
種
支
援
施
策
を

活
用
し
て
、
創
業
希
望
者
お
よ
び
創
業
間
も
な

い
事
業
者
を
支
援
し
、
創
業
者
輩
出
と
経
営
の

持
続
的
発
展
を
図
り
ま
す
。

ア 

創
業
支
援
事
業

⑤ 

企
業
再
生
支
援

　

過
剰
債
務
等
に
よ
り
経
営
状
況
が
悪
化
し
て

い
る
中
小
企
業
に
対
し
、
専
門
家
に
よ
る
事
業

再
生
、
倒
産
回
避
ま
た
は
円
滑
な
事
業
清
算
手

続
き
等
を
、
ま
た
後
継
者
不
在
等
の
中
小
企
業

に
対
し
、
円
滑
な
事
業
承
継
を
支
援
し
ま
す
。

ア 

中
小
企
業
再
生
支
援
事
業
（
栃
木
県
中
小

企
業
活
性
化
協
議
会
事
業
）

イ 

経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業
（
栃
木
県

第６期中期事業計画、令和５年度事業計画・収支予算等を承認

令
和
４
年
度
第
５
回
常
議
員
会

な
ら
び
に
通
常
議
員
総
会
を
開
催

　当所の第６期中期事業計画および令和５年度事業計画・収支予算が、常議員会・通常議員総
会で承認されました。新しい年度も地域経済の発展に向けてさらに力を注いでまいります。

特集02
第6期中期事業計画と
令和５年度事業計画・
収支予算

第
６
期
中
期
事
業
計
画

特集2／第6期中期事業計画と令和５年度事業計画・収支予算

新役員紹介

新たに就任した役員をご紹介します。

理事兼事務局長

手塚　忠之
（令和5年4月1日）

常議員

上田　哲也 氏
（環境整備㈱ 代表取締役社長）
（令和5年3月28日付）
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中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
事
業
）

ウ 

栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ
支
援
事
業

⑥ 

福
利
厚
生
・
リ
ス
ク
対
策
の
促
進

　

各
種
共
済
制
度
の
加
入
を
推
進
し
、
安
定
し

た
制
度
と
し
て
会
員
企
業
の
福
利
厚
生
に
資
す

る
と
と
も
に
、
自
然
災
害
や
新
型
ウ
イ
ル
ス
感
染

等
の
予
期
せ
ぬ
事
態
に
備
え
て
の
事
業
継
続
計
画

（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
な
ど
、
事
業
者
の
リ
ス
ク
対
策

を
支
援
し
ま
す
。

ア 

各
種
共
済
・
保
険
制
度
事
業

イ 

事
業
継
続
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
定
支
援
事
業

⑦ 

人
材
確
保
・
育
成

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
若
者
、

女
性
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
人
等
が
自

己
の
能
力
を
生
か
し
、
生
活
環
境
に
合
っ
た
職
場

で
快
適
に
就
業
で
き
、
活
躍
し
や
す
い
環
境
整

備
を
促
進
し
、
中
小
企
業
の
人
材
確
保
・
育
成

を
支
援
し
ま
す
。

ア 

障
が
い
者
・
高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業

イ 

働
き
方
改
革
支
援
事
業

ウ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業

エ 
各
種
検
定
試
験

オ 
市
内
大
学
と
中
小
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
支
援
事

業
カ 

外
国
人
雇
用
促
進
支
援
事
業
（
建
設
業
向

け
）

キ 

オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
活
動
支
援
事
業
（
建
設
業

向
け
）

ク 

人
材
採
用
育
成
定
着
支
援
事
業
（
建
設
業

向
け
）【
新
規
】

⑧ 

情
報
化
支
援

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
取
り
組
み
事
例
の
提
供

や
企
業
内
情
報
化
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
な
ど
、
企

業
の
情
報
化
推
進
を
支
援
し
ま
す
。

ア 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
支
援
事
業

イ 

Ａ
Ｉ
・
Ｉｏ
Ｔ
等
活
用
支
援
事
業
【
新
規
】

ウ 

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け
隊
サ
ー
ビ
ス

事
業
【
新
規
】

⑨ 

環
境
・
福
祉
・
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
推
進

  

環
境
へ
の
負
荷
の
少
な
い
循
環
型
社
会
の
構
築

に
向
け
た
企
業
経
営
の
普
及
と
認
証
取
得
を
推

進
し
ま
す
。

ア 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
事
業

イ 

事
業
系
食
品
ロ
ス
削
減
対
策
モ
デ
ル
事
業

2 

地
域
経
済
の
活
性
化（
重
点
施
策
❸
・
❹
・
❺
）

　

中
心
市
街
地
活
性
化
や
商
店
街
活
動
の
支
援
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含
め
た
観
光
振
興
や
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
活
用
し
た
広
域
連
携
等
を
支
援
す
る
。

　

ま
た
、
消
費
の
拡
大
と
地
域
商
業
の
振
興
を

図
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
・
農
商
工
連
携

に
よ
る
新
し
い
も
の
づ
く
り
を
通
し
て
地
域
産
業

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョン
を
推
進
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
企
業
の
人
手
不
足
に
対
応
す
る

た
め
、
若
者
・
女
性
・
障
が
い
者
・
高
齢
者
・
外

国
人
な
ど
多
様
な
人
材
を
活
用
し
た
企
業
の
生

産
性
向
上
と
企
業
活
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
観
光
資
源
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
、
Ｌ
Ｒ

Ｔ
開
通
と
いっ
た
各
種
地
域
資
源
を
活
用
し
、
時

宜
に
合
っ
た
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
を
図
り

ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
は

次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

① 

地
域
産
業
支
援

　

中
心
商
店
街
の
集
客
力
向
上
と
賑
わ
い
創
出
、

商
店
街
活
動
を
支
援
し
、
消
費
の
拡
大
と
地
域

商
業
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
３
工
業
団
地

（
宇
都
宮
工
業
団
地
・
清
原
工
業
団
地
・
瑞
穂
野

工
業
団
地
）
の
役
員
と
の
意
見
交
換
・
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
地
域
産
業
を
支
援
し
ま
す
。

ア 

中
心
商
業
地
新
規
出
店
促
進
事
業

イ 

宮
の
市
（
商
業
祭
）
支
援
事
業

ウ 

宇
都
宮
市
商
店
街
連
盟
支
援
事
業

エ 

得
す
る
街
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
〝
ま
ち
ゼ
ミ
〟
事
業

オ 

工
業
団
地
役
員
と
の
連
携
交
流
事
業

カ 

商
店
街
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
育
成
事
業

② 

観
光
振
興
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化

　

広
域
か
ら
の
集
客
を
促
進
す
る
観
光
交
流
事

業
に
取
り
組
み
、
歴
史
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
地
域
の
観
光
資
源
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
に
努

め
、
集
客
交
流
を
促
進
し
ま
す
。

ア 

プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
支
援
事
業

③ 

も
の
づ
く
り
・
販
路
拡
大
の
支
援

　

地
域
の
農
産
物
、
人
材
、
技
術
等
を
有
効
に

結
び
付
け
、
農
商
工
連
携
に
よ
る
新
し
い
も
の
づ

く
り
を
支
援
し
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
、
も
の
づ
く
り

体
験
や
新
商
品
の
開
発
等
、
地
域
産
業
の
活
性

化
を
支
援
し
ま
す
。

ア 

農
商
工
連
携
推
進
事
業

イ 

販
路
開
拓
支
援
事
業

ウ 

Ａ
Ｉ・Ｉｏ
Ｔ
等
活
用
支
援
事
業
【
新
規
】（
再

掲
）

 

エ 

工
業
団
地
役
員
と
の
連
携
交
流
事
業（
再
掲
）

④  

ひ
と
づ
く
り
支
援
の
推
進

　

 

企
業
活
力
の
強
化
や
地
域
経
済
の
活
性
化
を

推
進
す
る
た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
る
経
営
者
等

の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

ア 

青
年
部
事
業
の
支
援

イ 

女
性
部
事
業
の
支
援

⑤ 

雇
用
の
促
進
支
援

　

栃
木
労
働
局
等
関
係
機
関
や
学
校
等
と
の
連

携
を
図
り
、
若
者
・
女
性
・
高
齢
者
・
障
が
い
者
・

外
国
人
等
が
自
己
の
能
力
を
生
か
し
な
が
ら
継

続
就
業
で
き
る
職
場
環
境
づ
く
り
へ
の
支
援
等

を
行
い
、
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
人
材
不
足

改
善
に
努
め
る
。
ま
た
、
各
種
制
度
改
正
に
対

応
し
、
事
業
者
の
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

ア 

障
が
い
者・高
齢
者
の
雇
用
促
進
事
業（
再
掲
）

イ 

働
き
方
改
革
支
援
事
業
（
再
掲
）

ウ 

女
性
の
活
躍
促
進
支
援
事
業
（
再
掲
）

エ 

市
内
大
学
と
中
小
企
業
の
マッ
チ
ン
グ
支
援
事

業
（
再
掲
）

オ 

外
国
人
雇
用
促
進
支
援
事
業（
建
設
業
向
け
）

（
再
掲
）

カ 

オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
活
動
支
援
事
業
（
建
設
業

向
け
）（
再
掲
）

キ 

人
材
採
用
育
成
定
着
支
援
事
業
（
建
設
業

向
け
）【
新
規
】（
再
掲
）

3 

政
策
提
言
・
組
織
・
財
政
基
盤
強
化
（
重
点

施
策
❻
・
❼
）

　

地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
会
員
事
業
所

や
地
域
が
抱
え
る
問
題
等
の
情
報
を
収
集
し
、

国
や
県
、
市
等
の
政
策
に
対
し
、
経
済
団
体
と

し
て
積
極
的
な
提
言
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
所
の
組
織
基
盤
と
な
る
会
員
増
強

に
努
め
、
組
織
力
の
強
化
と
自
主
財
源
の
確
保

を
図
る
と
と
も
に
、
収
益
事
業
を
含
め
た
安
定

的
な
運
営
を
行
う
た
め
、
当
商
工
会
議
所
が
有

す
る
財
産
（
人
材
、
信
頼
力
等
）
を
有
効
活
用

し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き
る
事
務
局

体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
、
令
和
５
年
度
は

次
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

① 

政
策
提
言
の
強
化

　

当
所
の
存
在
価
値
、
政
策
提
言
力
を
高
め
る

た
め
に
、
組
織
基
盤
を
な
す
一
般
会
員
を
増
や

し
、
一
般
会
員
組
織
率
を
高
め
る
取
り
組
み
強

化
を
図
る
。

ア 

政
策
提
言
事
業

イ 

部
会
・
委
員
会
事
業

② 

組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化 

　

当
所
が
有
す
る
財
産
（
人
材
、信
頼
力
、公
共
性
、

企
業
力
、
多
様
性
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
等
）
を
最
大

限
に
有
効
活
用
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
事
務
局
体
制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

ア 
創
立
1
3
0
周
年
記
念
事
業
【
新
規
】

イ 
役
員
・
議
員
活
動
の
充
実

ウ 

部
会
・
委
員
会
活
動
の
充
実

 

エ 

会
員
管
理
・
加
入
促
進
事
業

オ 

広
報
広
聴
事
業

ク 

職
員
能
力
強
化
事
業

ケ 

ス
マ
ー
ト
C
C
I
推
進
事
業
（
再
掲
）

コ 

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
推
進
事
業
（
再
掲
）

③ 

会
員
サ
ー
ビ
ス
の
強
化

　

会
員
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

に
努
め
る
。

ア 

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け
隊
サ
ー
ビ
ス

事
業
【
新
規
】（
再
掲
）

④ 

広
報
広
聴
活
動
の
充
実

　

会
員
企
業
へ
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
、
会
報
並
び
に
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
の
充
実
、
お
よ
び

各
種
調
査
結
果
の
発
信
と
有
効
活
用
を
図
り
ま

す
。

ア 

広
報
広
聴
事
業
（
再
掲
）

令和5（2023）年度事業収支予算
（令和5（2023）年４月１日～令和6（2024）年３月３１日）

合 計
12億8485
万円

収入構成

支出構成

会計別予算構成

24.6 ％

39.9％
（51,219万円）

51.9 ％
（66,725万円）

15.3 ％
（19,693万円）

12.7％
（16,299万円）

30.8 ％
（39,625万円）

11.2 ％
（14,403万円）

1.5％
（1,915万円）

15.0％
（19,289万円）

4.3％
（5,517万円）

9.1％
（11,741万円）

16.4 ％
（21,101万円）

4.8 ％
（6,210万円）

（31,645万円）

8.0 ％
（10,290万円）

5.4 ％
（6,989万円）4.3％

（5,510万円）

17.8 ％
（22,830万円）

合 計
12億8485
万円

合 計
12億8485
万円

■会費　■事業収入　■補助金等

■負担金等　■繰入金　■繰越金

■事業費　■人件費

■管理費等　■繰出金

■一般会計　■中小企業相談所特別会計

■特定退職金共済制度特別会計

■各種事業特別会計　■まちづくり特別会計　

■中小企業再生支援協議会特別会計

■経営改善支援センター特別会計

■事業承継・引継ぎ支援センター特別会計

26.8 ％
（34,447万円）

常勤役員の人事異動
（令和5年4月1日付）

●理事兼事務局長

手塚　忠之
（前　事務局長　特任参事　中小企業相談所　所長）

●中小企業相談所　所長
地域振興部　部長　副参事

野沢　恭久
（前　地域振興部　部長　副参事）

●総務部　次長　
特任参事

鈴木　　毅
（前　総務部　指導主任）

●経営支援部　次長代理　
副主幹

平山　英明
（前　地域振興部　次長代理　副主幹）

●地域振興部　次長代理　
副主幹

髙野　仁美
（前　経営支援部　次長代理　副主幹）

●総務部　副主幹

久田　　大
（前　総務部　主査）

●経営支援部　副主幹

川村　成仁
（前　経営支援部　主査）

●地域振興部　主事

吉川　早紀
（前　総務部　主事）

●総務部　主事

斎藤　那菜
（前　地域振興部　主事）

●地域振興部　主事

目﨑　有生
（前　経営支援部　主事）

●経営支援部　主事

根本　公樹
（前　地域振興部　主事）

●経営支援部　主事

塚田　康樹
（新規採用）

●総務部　指導主任
（一社）栃木県商工会議所連合会から出向

鷹木　一高
（総務部　次長 　（一社）栃木県商工会議所連合会から出向）

●総務部　主任
（一社）栃木県商工会議所連合会へ出向

阿部　訓久
（総務部　指導主任　（一社）栃木県商工会議所連合会へ出向）

退任（令和5年3月31日付）

金子　　敏
（前   理事）

●総務部　主事

杢保　篤司
（新規採用）

常勤役員の人事異動
（令和5年4月1日付）

職員の人事異動
（令和5年4月1日付）

特集2／第6期中期事業計画と令和５年度事業計画・収支予算

第6期中期事業計画書／
令和5年事業計画書



全国おもてなしギフト
産直
逸品

筆者／宇都宮商工会議所  青年部
地域活性化委員会  委員長  野澤　裕幸

（㈱ノザワ内装工業）

筆者／宇都宮商工会議所  女性部
会員増強委員会  委員長  阿久津　一枝

（ぎゃらりーあい　かふぇ Ai）

宇都宮商工会議所   青年部
公式サイト https://www.u-yeg.jp

宇都宮商工会議所   女性部
公式サイト https://www.u-cci.or.jp/business/joseibu/
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きむら鍼灸（有限会社三雅）
〒321-0954 栃木県宇都宮市花園町14-4

☎028-678-3738
営業時間／午前9時30分〜午後8時　定休日／日・月

https://rakunare.com

㈱Cooking & Glow
宇都宮市中島町６１３
☎０２８-６１２-８６５０

営業時間／午前10時〜午後４時
定休日／土曜日・日曜日・祝日

　

表
面
的
に
現
れ
る
症
状
に
対
応
す
る

だ
け
で
な
く
、
根
本
的
な
体
の
立
て
直

し
を
目
的
と
し
て
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
治

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
に
言
え
ば

「
コ
リ
撃
退
」
と
「
血
行
促
進
」
が
す
べ

て
解
決
す
る
と
考
え
、
治
療
方
針
を
立

案
、実
行
し
ま
す
。

　

当
院
に
来
た
目
的
・
施
術
を
受
け
る

メ
リ
ッ
ト
（
鍼
灸
の
優
位
性
、そ
の
方
に

応
じ
た
医
療
機
器
の
使
い
分
け
）
を
明

確
に
し
、
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
納
得
い
た
だ
け
る
ま
で
ご
説

明
し
ま
す
。

　

当
院
で
は
手
技
（
あ
ん
ま
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
）
と
鍼
灸
と
レ
ー
ザ
ー
を
組
み

合
わ
せ
て
あ
な
た
の
「
コ
リ
撃
退
」
と

「
血
行
促
進
」
を
実
現
し
ま
す
。

　

当
院
の
施
術
者
は
鍼
灸
師
、
あ
ん
摩

マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
国
家
資
格
を
も

つ
専
門
家
で
す
。

　

不
妊
症
や
逆
子
、
肩
こ
り
、
腰
痛
、
耳

鳴
り
、
め
ま
い
、
脱
毛
症
な
ど
の
症
状
を

お
持
ち
の
方
が
来
院
さ
れ
て
い
ま
す
。

きむら鍼灸

情報求ム！WEB版会員情報局　
熱意を持ってご紹介できる自社商品・サービスの情報をお寄せください！
新規・独自性のあるものは本誌でご紹介します！
詳細は右記の公式サイトからご覧ください。
https://www.ucci-support.com 公式サイト

　

㈱
Ｃ
ｏ
ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ｇ　
＆　

Ｇ
ｌ
ｏ
ｗ
が
完
全
手

作
り
で
生
産
し
て
い
る
「
宮
ぴ
く
る
す
」
は
「
健

康
で
彩
り
の
あ
る
毎
日
を
」
が
コ
ン
セ
プ
ト
。
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
洋
風
、
醤
油
を
ベ
ー
ス
に
し
た
和

風
、
は
ち
み
つ
を
加
え
た
ス
イ
ー
ト
な
ど
種
類
も

豊
富
。大
根
、に
ん
じ
ん
、ご
ぼ
う
な
ど
の
根
菜
類

を
は
じ
め
、
し
い
た
け
、
大
豆
、
か
ん
ぴ
ょ
う
や
ミ

ニ
ト
マ
ト
な
ど
、
今
ま
で
の
ピ
ク
ル
ス
に
は
な
い

新
し
い
商
品
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

「
宮
ぴ
く
る
す
（
1
6
0
g
×
6
種
）」

【
セ
ッ
ト
内
容
】

ぷ
ち
と
ま
と
×
1
、
い
ろ
い
ろ
野
菜
×
1
、
か
ん

ぴ
ょ
う
と
根
菜
×
1
、
宇
都
宮
産
し
い
た
け
×
1
、

う
ず
ら
の
卵
×
1
、栃
木
県
産
大
豆
×
1

　

弊
社
で
は
「
食
卓
に
笑
顔
を
、
食
を
通
し
て
輝

く
未
来
を
」
と
い
う
思
い
で
、ひ
と
つ
ひ
と
つ
手
作

業
で
作
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
が
健
康
で
彩
り
の

あ
る
毎
日
を
送
れ
ま
す
よ
う
に
。

当所ＨＰを
今すぐ
チェック！

▢新型コロナに関する支援施策も掲載！ 

▢支援機関のプロも使う情報収集サイトを掲載！

ど の よ う な 支 援 施 策 を お 探 し で す か ？

毎月
情報更新

経営支援
ガイド

ＷＥＢ版

問合せ／ 経営支援部  TEL.028-637-3131

「全国おもてなしギフト」は全国の特産品・名産品を産地直送でお届けするインターネットギフト専門店です。
全国の商工会議所会員約２３０店舗、９５０アイテムが掲載されています。
https://omotenashi-gift.jp

２月例会
『愛する街の未来よ輝け！ ＹＥＧが起こしたキセキ』を開催

宇都宮の歴史に関する勉強会を開催

青年部だより

女性部だより

　

青
年
部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）で
は
、
2
月
27
日（
月
）

ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
で
、
地
域
活
性
化

委
員
会
主
催
に
よ
る
２
月
例
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

本
例
会
で
は
、
青
年
部
の
歴
代
会
長
に
お

越
し
い
た
だ
き
、
在
職
時
ど
ん
な
思
い
で
宇

都
宮
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
し
た
の
か
？
を

テ
ー
マ
に
講
話
い
た
だ
き
、
現
メ
ン
バ
ー
に

は
こ
れ
か
ら
の
青
年
部
活
動
を
通
し
て
ど
ん

な
地
域
活
性
化
が
で
き
る
か
を
考
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。
歴
代
会
長
に
も
参
加
し
て
い
た

だ
き
各
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
た
く
さ
ん
の

思
い
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
の
ご
意
見
を
来
年
度
以
降
の
青
年

部
活
動
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
歴
代
会
長
の
皆

さ
ま
に
は
、
本
当
に
有
意
義
な
例
会
と
な
り

ま
し
た
こ
と
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

女
性
部
で
は
、
２
月
21
日（
火
）に
宇
都
宮
市

総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
宇
都
宮
の
歴

史
に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
員
増
強
委
員
会
、
事
業
委
員
会
と
の
合
同

企
画
で
開
催
し
た
こ
の
勉
強
会
は「
日
本
遺
産

大
谷
石
文
化
を
知
る
」を
テ
ー
マ
に
、
栃
木
県

立
博
物
館
名
誉
学
芸
員
兼
と
ち
ぎ
未
来
大
使
の

柏
村
祐
司
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま

し
た
。

　

大
谷
地
域
は
約
１
５
０
０
万
年
前
に
起
こ
っ

た
海
底
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
、
膨
大
な
凝
灰

石
の
地
層
が
産
み
出
さ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
日

本
遺
産「
大
谷
石
文
化
」に
は
景
観
や
建
造
物
な

ど
の
構
成
文
化
財
が
38
件
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

女
性
部
会
員
に
構
成
文
化
財
を
ど
れ
く
ら
い

知
っ
て
い
る
か
事
前
に
尋
ね
ま
し
た
が
、
認
知

度
は
53
％
程
度
で
し
た
。
今
回
の
勉
強
会
で
大

谷
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て
学
び
、
宇
都
宮
に
ま

だ
知
ら
な
い
場
所
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
に
気

付
か
さ
れ
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
月
に
は
実
際
に
大
谷
地
域
を
視
察
す
る
予

定
で
す
の
で
、
さ
ら
に
知
識
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

「日本遺産大谷石文化を知る」勉強会の様子

例会後にメンバーで記念撮影

公式サイト

会員
情報局

ど
ん
な
お
店
？

鍼灸マッサージ治療　通常治療 4950円（初回のみ初回料あり）
※当日キャンセル料は施術料金全額をいただきます

宮ぴくるす
（㈱Cooking & Glow）
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環境整備株式会社
代表取締役社長

上田　哲也氏
（2023年 3月 1日付）

環境整備株式会社
代表取締役社長

辻中　昭彦氏

関東信越税理士会宇都宮支部
支部長

島田　訓明氏
（2023年 4月 1日付）

関東信越税理士会宇都宮支部
支部長

板垣　弘一氏

議
員
職
務
執
行
者
の
変
更

議
員
職
務
執
行
者
が
変
更
に
な
り
ま
し
た

３
級
簿
記
講
座

商
業
簿
記
の
基
本
か
ら
日
商
簿
記
検
定
３
級
程
度
ま
で

特
定
退
職
金
共
済
制
度

事業所の名称 所 在 地 電   話  業   種

台湾伝統料理　大将 宇都宮市東宿郷２－１７－１４ リトルアジア１０５ 635-8055 中華料理店・その他の東洋料理店

NAO社会保険労務士事務所 宇都宮市滝の原１－１－３９ ３階 348-2656 社会保険労務士事務所

小坂不動産鑑定士事務所 宇都宮市松が峰１－２－３ シティロイヤルコート６０２号室 346-3480 不動産鑑定業

㈱マイム・コーポレーション宇都宮センター 宇都宮市下金井町６８４－１２  611-1455 娯楽用具・がん具製造業

㈱PALS 宇都宮市戸祭町２６３８－１２  613-3620 他に分類されないその他の事業サービス

ＭＴサービス 宇都宮市岩曽町１４２８－１３８  090-4130-3151 木造建築工事業

Clean at Home Yanagi 宇都宮市緑３－２７－１２  070-8421-9572 その他の建物サービス業

にくちゃん 宇都宮市泉町１－１２ 十二番館ビル　1階 090-7200-0664 中華料理店・その他の東洋料理店

DN CLOSEUP（合同） 宇都宮市江曽島町１５５１ UNITED GARDEN南館 680-4836 デザイン業

ユニゾンエクスプレス宇都宮 宇都宮市宿郷１－９－３  614-5500 旅館

㈲三雅 宇都宮市中里町２６８７－１８  678-3738 あん摩マッサージ指圧師・はり師

㈱リバテック 宇都宮市平松町４７２－８ パドマハイム１階 666-8482 貸家業

㈲アヴァンセ 宇都宮市東宿郷４－１－２０  633-9374 美容業

加藤会計事務所 宇都宮市中戸祭町８０１－５  622-8844 税理士事務所

日光レジン工業㈱ 宇都宮市上戸祭４－１０－３６  625-3051 浄化槽清掃業

㈱井野工業 宇都宮市砥上町３２７－８０  080-1020-4853 内装工事業

㈱ナカモト宇都宮中央営業所 宇都宮市平出町４１４１－１  689-8270 建設機械器具賃貸業

令和4（2022）年12月1日～令和5（2023）年1月23日加入分（順不同・敬称略）             ※公開不可の事業所は掲載していませんので、ご了承ください。

新
入
会
員
の
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す

新
入
会
員
の
紹
介

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

年
会
費
の
お
支
払
い

年
会
費
口
座
振
替
日
の
お
知
ら
せ

　

令
和
5
年
度
の
宇
都
宮
商
工
会

議
所
の
年
会
費
は
、
5
月
1
日（
月
）

に
指
定
の
口
座
か
ら
振
替
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

銀
行
窓
口
等
で
お
支
払
い
を
ご
希

望
の
方
に
は
、
後
日
納
付
書
を
送

付
し
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
で
、
領

収
書
の
発
行
を
新
た
に
希
望
さ
れ

る
方
は
、
総
務
部
の
会
員
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
領
収
書
の
発
行
を
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
連

絡
は
不
要
で
す
。

令和5年度
宇都宮商工会議所

年会費
口座振替日

5月1日（月）

口座振替に伴う領収書発行の流れ

YES

NO 後日納付書
を送付

総務部会員担当まで
ご連絡ください

YES

YES

NO

NO

支払方法は
口座振替

領収書が必要

昨年は
領収書を発行

手続きは不要

手続きは不要

　

特
定
退
職
金
共
済
制
度
は
、
商
工

会
議
所
等
が
、
所
得
税
法
施
行
令
第

73
条
に
定
め
る
特
定
退
職
金
共
済
団

体
と
し
て
承
認
を
得
て
実
施
し
て
い

る
共
済
制
度
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
所
が
当
所
と
退
職
金
共
済

契
約
を
締
結
し
、
毎
月
掛
金
を
納

付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
業
員
が

退
職
を
し
た
時
、
当
所
が
事
業
所

に
代
わ
っ
て
従
業
員
に
直
接
、
退
職

金
を
給
付
す
る
制
度
で
す
。

【
制
度
の
特
色
】

　

退
職
金
制
度
の
確
立
は
従
業
員

の
確
保
と
定
着
を
図
り
、
企
業
経

営
の
発
展
に
役
立
ち
ま
す
。

　

簿
記
を
は
じ
め
て
学
ぶ
方
や
、
知

識
を
身
に
つ
け
、
実
務
に
役
立
て
た

い
方
に
お
勧
め
の
講
座
で
す
。

【
期
間
】

６
月
２
日（
金
）〜
10
月
２
日（
月
）

原
則
、
毎
週
火
・
金
曜
日
の
開
催

〈
講
義
回
数
〉 

全
34
回

【
会
場
】　

当
所
２
階
大
会
議
室

【
講
師
】

県
立
宇
都
宮
商
業
高
等
学
校
教
諭

【
受
講
料
】

２
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

【
定
員
】 

30
人

【
受
講
資
格
】 

　

宇
都
宮
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

　

掛
金
は
一
人
月
額
１
０
０
０
円
か

ら
３
０
０
０
０
円
ま
で
加
入
で
き

ま
す
。
し
か
も
従
業
員
の
給
与
に

な
り
ま
せ
ん
。（
所
得
税
法
施
行
令

第
64
条
、
法
人
税
法
施
行
令
第

１
３
５
条
）

　

新
規
加
入
す
る
事
業
所
の
場
合
、

以
前
か
ら
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
に

つ
い
て
は
、
過
去
勤
務
期
間
の
通
算

の
取
り
扱
い
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
本
号
折
り
込
み
チ
ラ
シ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

し
て
い
る
方（
学
生
は
除
く
）

【
申
込
】  

　

所
定
の
申
込
書（
当
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。）に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

受
講
料
を
添
え
て
５
月
19
日（
金
）ま

で
に
、
直
接
当
所
窓
口
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

【
特
記
事
項
】  

当
講
座
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
状

況
に
よ
っ
て
は
延
期
、
変
更
お
よ
び

中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

電
子
証
明
書

　

日
本
商
工
会
議
所
は
、
㈱
帝
国

デ
ー
タ
バ
ン
ク
、
セ
コ
ム
ト
ラ
ス
ト

シ
ス
テ
ム
ズ
㈱
と
提
携
し
て
、
商
工

会
議
所
会
員
事
業
所
向
け
に
電
子
証

明
書
の
優
待
販
売
制
度
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

当
所
は
、
そ
の
取
次
商
工
会
議
所

と
し
て
会
員
確
認
用
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
行
し
て
い
ま
す
。

　

ク
ー
ポ
ン
券
発
行
を
ご
希
望
の
方

は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

会
員
事
業
所
は
提
携
会
社
発
行
の

「
電
子
証
明
書
」の
割
引
が
受
け
ら
れ
ま
す
！

総
務
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

TDB電子認証サービスTypeA

㈱帝国データバンク

通常料金から 2,000円割引

セコムパスポート for G-ID

セコムトラストシステムズ㈱

行政書士電子証明書／一般向け電子証明書

2年版 ： 通常料金から 2,000円割引
3年版 ： 通常料金から 3,000円割引

　

中
小
企
業
等
で
働
く
方
や
そ
の

ご
家
族
が
加
入
し
て
い
る
健
康
保

険「
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部
」の
令

和
５
年
度
の
健
康
保
険
料
率
は
現

在
の
９
・
90
％
か
９
・
96
％
へ
引
き

上
げ
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
介
護

保
険
料
率
は
現
在
の
１
・
64
％
か

ら
１
・
82
％
へ
引
き
上
げ
と
な
り

ま
す
。
変
更
時
期
は
、
ど
ち
ら
も

令
和
５
年
４
月
納
付
分
か
ら
と
な

り
ま
す
。

◎
詳
し
い
内
容
は
協
会
け
ん
ぽ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

令
和
５
年
４
月
か
ら
協
会
け
ん

ぽ
の
35
歳
〜
74
歳
の
被
保
険
者

（
ご
本
人
）様
を
対
象
と
し
た
生
活

習
慣
病
予
防
健
診（
一
般
健
診
）が

約
２
０
０
０
円
お
得
に
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す（
こ
れ
ま
で

の
最
高
７
１
６
９
円
か
ら
最
高

５
２
８
２
円
へ
引
き
下
げ
）。
ま
た
、

付
加
健
診
に
つ
い
て
も
、
同
様
に

約
２
０
０
０
円
お
得
に
受
診
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◎
詳
し
い
内
容
は
協
会
け
ん
ぽ

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

令
和
５
年
度「
協
会
け
ん
ぽ
」

の
保
険
料
率
の
お
知
ら
せ

生
活
習
慣
病
予
防
健
診
等
の

自
己
負
担
額
軽
減
の
お
知
ら
せ

問合せ
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部

☎
０
２
８-

６
１
６-

１
６
９
２

問合せ
協
会
け
ん
ぽ
栃
木
支
部

☎
０
２
８-

６
１
６-

１
６
９
２

※40歳から64歳の方は、介護保険料率が加わります。

健　　康
保険料率 ▶

介　　護
保険料率※

9.90％ 9.96％
（＋0.06％）

▶1.64％ 1.82％
（＋0.18％）

現行 令和5年4月
納付分～

※40・50歳で一般健診を受診する方のみが対象です。

生活習慣病
予防健診
（一般健診） 

▶

付加健診※

最高
7,169円

最高
5,282円

最高
2,689円▶

最高
4,802円

令和5年4月
受診分から

令和5年3月
受診分まで

➡協会けんぽ　保険料率　令和5年 検索➡協会けんぽ　更なる保健事業の充実について 検索



Information

1213 April 2023

宇都宮市笹野経済部長（右）から回答書を受けとる当所野原専務理事

宇
都
宮
市
へ
の
要
望
に
対
す
る
回
答
（
新
規
要
望
の
み
掲
載
）

　

当
所
で
は
、
令
和
５
年
度
予
算

化
お
よ
び
措
置
要
望
書
を
、
令
和

４
年
10
月
４
日
に
宇
都
宮
市
長
お

よ
び
市
議
会
議
長
宛
て
に
提
出
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
宇
都
宮

市
か
ら
令
和
５
年
２
月
22
日
に
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
本
誌
で
は
新

規
要
望
に
関
す
る
要
望
内
容
お
よ

び
回
答
の
み
を
抜
粋
し
て
掲
載
し

ま
す
。

　

要
望
書
及
び
回
答
書
全
文
は
当

所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

■
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
い

て1
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

　

大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

は
、
大
会
運
営
に
要
す
る
支
出
だ

け
で
な
く
、
参
加
者
や
観
戦
者
等

の
多
く
の
人
々
が
本
市
を
訪
れ
、

宿
泊
・
飲
食
や
グ
ッ
ズ
の
購
入
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
消
費
を
誘
発
し
ま

す
。

　

ま
た
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
に
お
い

て
は
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性

交
流
人
口
の
増
加
が
促
進
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン

タ
ー
（
交
通
結
節
点
）の
配
置
に

あ
た
り
次
の
事
項
を
要
望
し
ま
す
。

（
1
）本
市
中
心
市
街
地
へ
の
来
街

促
進
に
つ
な
げ
る
た
め
、
県
東
南

部
と
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を

結
ぶ
バ
ス
路
線
の
検
討

（
2
）Ｌ
Ｒ
Ｔ
沿
線
の
新
た
な
交
通

結
節
拠
点
と
な
る
東
部
総
合
公
園

の
早
期
整
備

【
回
答
】

交
通
政
策
課
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
推
進
課

（
1
）県
東
南
部
と
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
に
つ

き
ま
し
て
は
、
令
和
５
年
８
月
の

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
開
業
と
あ
わ
せ
て
、「
清

原
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
前
」の
ト

ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
か
ら
芳
賀

町
内
、
市
貝
町
内
を
経
由
し
、
県

東
南
部
の
市
町
を
縦
断
す
る
真
岡

鐡
道「
市
塙
駅
」を
結
ぶ
バ
ス
路
線

を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
本
市
中

心
市
街
地
と
茂
木
町
を
結
ぶ
既
存

バ
ス
路
線
を「
芳
賀
工
業
団
地
管

の
高
い
魅
力
あ
る
ゲ
ー
ム
を
展
開

す
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の

招
待
や
地
域
貢
献
活
動
等
の
地
域

に
密
着
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的

に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
内
で
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に

行
わ
れ
る
こ
と
は
、
地
域
経
済
の

循
環
や
交
流
人
口
の
増
加
、
施
設

の
有
効
活
用
、
市
民
の
健
康
増
進

等
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄

与
す
る
と
と
も
に
、
チ
ー
ム
や
選

手
の
応
援
を
通
し
て
地
域
へ
の
誇

り
＝
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

や
本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
チ
ー
ム
や
イ

ベ
ン
ト
運
営
側
の
主
体
性
を
尊
重

し
な
が
ら
、
行
政
と
し
て
費
用
対

効
果
を
考
慮
し
つ
つ
、
引
き
続
き

支
援
や
連
携
を
行
う
な
ど
、
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積

極
的
に
推
進
す
る
よ
う
要
望
し
ま

す
。

【
回
答
】

都
市
魅
力
創
造
課

　

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
市
に
お
き

ま
し
て
、「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ

理
セ
ン
タ
ー
前
」の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト

セ
ン
タ
ー
接
続
に
経
路
変
更
す
る

こ
と
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ
に

よ
り
、
既
存
の
鉄
道
や
バ
ス
と
Ｌ

Ｒ
Ｔ
が
接
続
し
、
本
市
中
心
市
街

地
へ
の
移
動
利
便
性
が
高
ま
る
も

の
と
捉
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
真
岡
市
に
お
き
ま
し
て

は
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
開
業
後
の
利
用
状
況

等
を
見
極
め
な
が
ら
、
真
岡
市
と

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
を
結
ぶ

バ
ス
路
線
新
設
の
実
現
可
能
性
を

検
討
し
て
い
く
と
伺
っ
て
お
り
、

今
後
の
状
況
に
応
じ
て
、
適
宜
、

連
携
・
協
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）Ｌ
Ｒ
Ｔ
沿
線
の
新
た
な
交
通

令
和
５
年
度
宇
都
宮
市
へ
の
予
算
化
お
よ
び
措
置
要
望

ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」等
の
国
際

的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

は
じ
め
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
資
源
を

活
用
し
、
都
市
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向

上
や
地
域
経
済
の
活
性
化
、シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
な
ど
を
図
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
今
後
、
本
市
の

ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
戦
略
的
か

つ
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
た
め
、

令
和
４
年
３
月
に「
宇
都
宮
市
経

済
・
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
ス

ポ
ー
ツ
都
市
戦
略
」を
策
定
し
、

国
際
的
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
磨

き
上
げ
や
、
本
市
独
自
の
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
展
開
な
ど
を
戦

略
の
柱
に
位
置
付
け
、
関
係
団
体

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
年
間
来
訪

者
や
経
済
波
及
効
果
の
さ
ら
な
る

増
加
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
が
も
た
ら

す
効
果
の
最
大
化
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
き
ま
し
て
も
、

引
き
続
き
、
本
戦
略
に
基
づ
き
、

本
市
が
世
界
に
誇
る「
ジ
ャ
パ
ン

カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」

と「
Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
３
x
３
ワ
ー
ル
ド

ツ
ア
ー
」を
、
Ｕ
Ｃ
Ｉ
や
Ｆ
Ｉ
Ｂ

結
節
点
と
な
る
平
石
停
留
場
周
辺

に
計
画
す
る
東
部
総
合
公
園
に
つ

き
ま
し
て
は
、
民
間
活
力
を
最
大

限
活
用
し
、
３
ｘ
３
な
ど
の
ア
ー

バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
は
じ
め
と
す
る

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
関
連
の
機
能
や
、

地
元
の
農
産
物
を
活
か
し
た
物
販

や
飲
食
な
ど
地
域
の
振
興
に
資
す

る
機
能
等
を
備
え
た
魅
力
あ
ふ
れ

る
都
市
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
令

和
４
年
３
月
に
都
市
計
画
事
業
認

可
を
取
得
し
、
事
業
用
地
の
取
得

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

引
き
続
き
、
地
権
者
等
の
理
解
を

得
な
が
ら
用
地
取
得
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
令
和
５
年
度
以
降
に

つ
い
て
は
、
当
該
公
園
の
整
備
等

を
担
う
事
業
者
の
選
定
に
向
け
た

取
組
を
進
め
る
な
ど
、
令
和
７
年

度
の
公
園
完
成
を
目
指
し
、
着
実

に
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
等
の
催
事
誘
致
と
ア

フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
充
実

強
化
に
つ
い
て（
新
規
）

　

北
関
東
初
の
会
議
中
心
型
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
あ
る
ラ

イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮（
宇
都
宮
駅

東
口
交
流
拠
点
施
設
）は
本
市
の

繁
栄
に
欠
か
せ
な
い
重
要
拠
点
で

あ
り
ま
す
。

Ａ
等
の
国
際
競
技
連
盟
と
連
携
し

な
が
ら
更
に
磨
き
上
げ
、
世
界
に

発
信
す
る
ほ
か
、
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
と
連
携
し
、
年
間
を
通
し

た
賑
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
展
開
す
る

と
と
も
に
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

に
夢
や
希
望
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、

選
手
に
間
近
に
触
れ
る
機
会
の
提

供
等
に
取
り
組
み
、
ス
ポ
ー
ツ
資

源
を
活
用
し
た
経
済
・
地
域
の
活

性
化
を
図
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
積
極
的
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

■
夢
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て1
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
交
通
結
節
点
の
活
用

に
つ
い
て（
新
規
）

　

令
和
５(

２
０
２
３)

年
度
開
業

に
向
け
て
整
備
が
進
ん
で
い
る
芳

賀
・
宇
都
宮
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
本
市
お

よ
び
芳
賀
町
の
沿
線
周
辺
の
み
な

ら
ず
、
県
央
地
域
に
お
け
る
広
域

的
な
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
と
新
た
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

よ
る
本
市
民
お
よ
び
県
民
へ
の
利

便
性
向
上
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

　

令
和
４
年
11
月
の
開
業
後
は
、

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
等
の
開
催
に
よ
り
観
光

関
連
事
業
者
の
み
な
ら
ず
、
ア
フ

タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
体
験
等
、

地
域
へ
の
大
き
な
経
済
効
果
を
生

む
催
事
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
次
の

事
項
を
要
望
し
ま
す
。

（
1
）Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
等
催
事
主
催
者
へ

の
さ
ら
な
る
営
業
の
拡
大
な
ど
誘

致
活
動
の
継
続
・
強
化

（
2
）本
市
観
光
拠
点
、
Ｊ
Ｒ
宇
都

宮
駅
周
辺
や
セ
ン
タ
ー
コ
ア
等
の

地
元
事
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
ア

フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
充
実

【
回
答
】

観
光
交
流
課
、
都
市
魅
力
創
造
課

（
1
）催
事
主
催
者
へ
の
さ
ら
な
る

営
業
の
拡
大
な
ど
誘
致
活
動
の
継

続
・
強
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令

和
４
年
11
月
30
日
に
供
用
開
始
を

迎
え
た「
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都

宮
」を
は
じ
め
市
内
全
域
に
よ
り

多
く
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
誘
致
し
、
交

流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
、「
一

般
社
団
法
人
宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
協
会
」や
関
係
団
体
等
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
主
催
者
に

対
す
る
積
極
的
な
誘
致
活
動
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
開
催
支
援
補

助
制
度
の
創
設
や
本
市
な
ら
で
は

の
魅
力
あ
る
資
源
を
活
用
し
た
ア

フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
メ

ニ
ュ
ー
の
充
実
、
さ
ら
に
は
、
産

業
団
体
や
大
学
等
の
関
連
す
る
ス

テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
一
丸
と
な
っ

て
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
推
進
す
る
た
め
の

「（
仮
称
）宇
都
宮
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ 

ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」の
設
立
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

令
和
５
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
、
県

外
の
自
治
体
等
と
連
携
し
た
合
同

商
談
会
の
開
催
や
誘
致
に
取
り
組

む
民
間
団
体
へ
の
支
援
制
度
の
創

設
を
検
討
す
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

機
会
を
と
ら
え
な
が
ら
、
誘
致
活

動
の
さ
ら
な
る
強
化
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）地
元
事
業
者
と
の
連
携
に
よ

る
ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の

充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
ア
フ
タ
ー

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開

催
地
決
定
に
お
け
る
重
要
な
要
素

で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
開

催
後
の
滞
在
時
間
の
延
長
や
周
遊

促
進
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化

に
も
寄
与
す
る
取
組
で
あ
る
と
認

識
し
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
宇

都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

や
関
係
事
業
者
等
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
先
端
技
術
等
を
有
す
る

市
内
企
業
視
察
プ
ラ
ン
や
大
谷
等

の
本
市
な
ら
で
は
の
観
光
資
源
を

活
用
し
た
ユ
ニ
ー
ク
ベ
ニ
ュ
ー
の

造
成
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、

宇
都
宮
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協

会
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
に
立

地
す
る
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、
本

市
が
誇
る
観
光
地「
石
の
里 

大
谷
」

を
中
心
と
し
た
市
北
西
部
の
観
光

事
業
者
な
ど
、
本
市
の
多
彩
で
魅

力
的
な
観
光
資
源
を
活
用
し
な
が

ら
、
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
契
機
と
し
た
観

光
振
興
に
つ
な
が
る
よ
う
、
餃
子

や
ジ
ャ
ズ
、
カ
ク
テ
ル
な
ど
を
組

み
合
わ
せ
た
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
コ
ン

テ
ン
ツ
や
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ

て
い
る
大
谷
と
自
然
を
組
み
わ
せ

た
本
市
な
ら
で
は
の
コ
ン
テ
ン
ツ

の
創
出
な
ど
、
オ
ー
ル
宇
都
宮
で

ア
フ
タ
ー
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
メ

ニ
ュ
ー
の
さ
ら
な
る
充
実
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

予算化および
措置要望回答の
全文はこちら



Information

お申し込みは
コチラ

1415 April 2023

専 門 相 談

無料の専門相談をご利用ください
会場 ： 宇都宮商工会議所
☎028-637-3131

■法律相談（毎月第2火曜日）
日　時	 5月16日（火）、6月13日（火）　午後１時30分〜４時30分
受　付	 当日受付　午後1時〜 3時（先着10人まで）
内　容	 ＰＬ法関係、売掛金の回収方法、�不渡手形の処理方法、
	 従業員の交通事故、不動産取引など
相談員	 弁護士	
問合せ	 経営支援部

■無料ＩＴ相談会（原則隔月第１水曜日・要予約）
日　時	 5月17日（水）　午後１時30分〜４時30分
受　付	 当所ホームページから受付または電話予約
内　容	 営業・販路開拓（クラウドサービス・ＥＣサイト・キャッシュレス

決済など）、働き方の改善（リモートワーク・テレワーク環境
整備・Web会議など）、昨今のサイバーセキュリティ対策など

ＩＴを活用した経営・業務課題の改善をお考えの方
相談員	 （公財）日本電信電話ユーザ協会 栃木支部 
	   支援担当者
問合せ	 経営支援部

■ 1日知財窓口（偶数月第3金曜日・要予約）
日　時	 6月16日（金）　午後１時～４時
受　付	 午後１時〜４時
内　容	 特許、実用新案、商標、意匠登録その他発明に関する各種相談
相談員	 弁理士	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県産業振興センター
　（☎028-670-2617）への予約が必要です。

■税務相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 所得税、法人税、相続税、その他各種相談
相談員	 税理士　
問合せ	 経営支援部

■事業承継窓口相談（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
受　付	 電話予約
内　容	 事業承継に関する相談
相談員	 栃木県事業承継・引継ぎ支援センター担当者
問合せ	 経営支援部

■働き方改革相談窓口（要予約）
相談日	 希望により調整（申し込みは随時受付）
内　容	 有給休暇年５日の確実な取得、時間外労働の上限規制、
	 同一労働同一賃金など
相談員	 社会保険労務士等有資格者
問合せ	 地域振興部

■オンライン経営相談（要予約）
日　時	 希望により調整（午前9時〜午後3時 相談時間50分）
受　付	 当所ホームページから受付
内　容	 事業再構築補助金、小規模事業者持続化補助金、		
	 ものづくり補助金、IT導入補助金、資金繰り、販路開拓ほか
相談員	 中小企業診断士	
問合せ	 経営支援部

■栃木県よろず支援拠点サテライト拠点（毎週木曜日・要予約）
日　時	 4月13日（木）、4月20日（木）、4月27日（木）、5月11日（木）
受　付	 栃木県よろず支援拠点ホームページから受付または電話予約
内　容	 経営に関すること全般
相談員	 栃木県よろず支援拠点コーディネーター	
問合せ	 経営支援部
※事前に栃木県よろず支援拠点
　（☎028-670-2618）への予約が必要です。

相談
無料

オンライン
経営相談

法律相談

栃木県よろず
支援拠点

一日知財窓口

無料IT相談会

税務相談

オンライン研修講座（共催：東京商工会議所）

年間 140 講座が
オンラインで受講可能

日　時	 ５月16日(火)　午前10時〜午後４時30分
内　容	 簿記（仕訳）知識ゼロでも、１日で財務３表（ＢＳ、ＰＬ、ＣＳ）

の繋がりを理解していくために、ドリル形式の演習を通じて、
数字の感覚を磨いていきます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

まもなく開催するオンライン研修講座の一部をお知らせします。

日　時	 ５月19日(金)　午前10時〜午後４時30分
内　容	 生活に直接影響する保険料の負担や病気やケガなどの事故が

起こったときの給付について、法体系から特に重要な部分を
抽出し、実務上発生しやすい事例を交え、分かりやすく説明
します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 ６月13日(火)　午前10時〜午後４時30分
内　容	 根性・精神論の人材育成ではなく、業績向上のための人材育

成の原理原則や、新人・若手が自ら働きたくなるためのコミュ
ニケーション技法などを学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

財務３表一体理解講座

日　時	 ６月２日(金)　午前10時〜午後４時30分
内　容	 従来型の「営業事務」としての働きに加え、生産性向上、売上

向上に貢献する視点から、営業アシスタントとしての存在意
義・役割を理解し、課題・戦略を明確にします。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

日　時	 ６月15日(木)　午前10時〜午後４時30分
内　容	 部下とのコミュニケーションの質が劇的に高まるマネジメント

術。怒りをコントロールする方法を身に付け、良好な人間関
係を作れるなどのコミュニケーション術を学びます。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

社会保険実務講座「入門編」

営業アシスタント養成講座

部下の成長をうながす
フィードバックの技術講座

アンガーマネジメント×部下との
コミュニケーション・マネジメント

視聴方法：Zoomライブ配信
申　　込：	各研修の申し込みページまたは当所
　　　　　ホームページ（オンライン研修講座）の
　　　　　専用申込フォームからお申し込みください。
問 合 せ : 総務部 ☎028-637-3131
■研修内容

※令和5年度の年間研修ガイドブックを発行しました。研修講座
内容の詳細や年間スケジュールは、記載の二次元バーコードか
らご確認ください。

当所ホームページ
（オンライン研修講座）

中
小
企
業
活
性
化
協
議
会
は

中
小
企
業
の
駆
け
込
み
寺
で
す

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

（
栃
木
県
産
業
会
館
7
Ｆ
）

☎
0
2
8-

6
1
0- 

4
1
1
0

問合せ

　

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議

会
は
、
金
融
機
関
・
民
間
専
門
家
・

各
種
支
援
機
関
と
連
携
し「
地
域
全

体
で
の
収
益
力
改
善
、
経
営
改
善
、

事
業
再
生
、
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
最
大

化
」を
追
求
す
る
公
的
機
関
で
す
。

　

財
務
上
の
課
題
を
お
持
ち
の
中

小
企
業
の
相
談
に
対
し
て
、
面
談

や
資
料
の
分
析
を
通
し
た
経
営
上

の
問
題
点
や
具
体
的
な
課
題
の
抽

出
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
適
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
お
り
、
飲

食
業
、
宿
泊
業
等
専
門
窓
口
の
設
置

や
栃
木
県
信
用
保
証
協
会
と
連
携

し
、
支
援
を
よ
り
一
層
強
化
し
て
い

ま
す
。

　

公
正
中
立
な
公
的
機
関
と
し
て
、

中
小
企
業
の
実
態
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
幅
広
く
支
援
策
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ご
相
談
は
、
事
前
に
電
話
で
の
ご

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

栃
木
県
中
小
企
業
活
性
化
協
議
会

収益力改善支援

事業再生支援

再チャレンジ支援

経営改善計画策定支援事業

◎相談の流れ

◎面談や資料の分析を通じて経営上の問題点や具体的
  な課題を抽出
◎課題解決に向けて適切なアドバイス

都道府県の中小企業活性化協議会

第１次段階　窓口相談

例えば財務上の課題を持つ中小企業

関係支援機関の
機能活用が適当であると

判断した場合

よろず支援拠点等の
支援機関を紹介

協議会の事業で対応

ご相談
金融機関 ご相談

ご相談
商工会・商工会議所や

税理士など

栃木県中小企業
活性化協議会
ホームページ

　

マ
ル
経
融
資
制
度（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
）は
、
経
営
改
善

を
図
ろ
う
と
す
る
小
規
模
事
業
者
の

方
々
を
支
援
す
る
た
め
、
商
工
会
議

所
の
推
薦
に
よ
り
、
無
担
保
・
無
保

証
人
・
低
金
利
で
融
資
が
受
け
ら
れ

る
国（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）の
公
的

融
資
制
度
で
す
。

■
利
用
で
き
る
方

◎ 

従
業
員
数
が
製
造
業
・
建
設
業

等
は
20
人
以
下
、
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
は
５
人
以
下（
宿
泊
業
・

娯
楽
業
は
20
人
以
下
）の
方

※ 

事
業
主
、
家
族
従
業
員
、
臨
時
、

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
法
人
の

役
員
は
除
く

◎ 

宇
都
宮
商
工
会
議
所
管
内
で
１
年

以
上
営
業
し
て
お
り
、
商
工
会
議

所
の
経
営
指
導
を
６
カ
月
以
上

受
け
て
い
る
方

◎ 

所
得
税
ま
た
は
法
人
税
、
事
業

税
、
住
民
税（
県
民
税
・
市
民
税
）

等
を
完
納
し
て
い
る
方

※ 

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民
生
活

事
業
）の
非
対
象
業
種
の
方
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

マ
ル
経
融
資

無
担
保・無
保
証
人・低
金
利
の
融
資
制
度

国
の
マ
ル
経
融
資
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

経
営
支
援
部

☎
0
2
8-

6
3
7-

3
1
3
1

問合せ

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.30％
（令和5年3月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

■
融
資
の
流
れ

■
融
資
の
条
件

※お申し込みから融資実行までに３週間程度かかります。
※審査の結果、ご希望に沿えない場合があります。

資金の貸付

小
規
模
事
業
者

商
工
会
議
所
の

経
営
指
導
員
が
実
訪
調
査

商
工
会
議
所
の
審
査

日
本
政
策
金
融
公
庫

の
審
査

推    

薦

相
談・申
込

担保・保証人

不  要
（信用保証協会の保証も不要）

返済期間

利率融資限度額

運転資金 : 7年以内
（うち据置 1年以内）

設備資金 : 10年以内
（うち据置 2年以内）

1.30％
（令和5年3月1日現在）
※金利は金融情勢により

変動します

 2,000万円
※1,500万円を超える場合は
　 事業計画書等の提出が必要

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
マ

ル
経
の
取
り
扱
い
を
令
和
5
年

9
月
末
ま
で
延
長
し
ま
し
た

講座No.201205

講座No.201186

講座No.201337

講座No.201053

講座No.201242

日　時	 ６月21日(水)　午前10時〜午後４時30分
内　容	 決算書から、経営状況や改善のポイントが見えるようになり、

財務分析の基礎知識から決算書の読み方、経営改善や銀行
との付き合い方など分かりやすく解説します。

◎受講料（税込、資料代含む）  　
一般：39,600円 ➡ 会員：19,800円 

財務分析講座【入門編】 講座No.201183



心に潤いを

ミュージアムガイド

　

約
5
5
0
0
年
前
の
縄
文
時
代
前
期
中

葉
頃
、
地
球
は
現
在
よ
り
も
暖
か
く
、
極

地
の
氷
が
解
け
海
水
面
は
上
昇
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
現
在
の
野
木
町
、
群
馬
県

板
倉
町
、
茨
城
県
古
河
市
付
近
ま
で
、
古

鬼
怒
湾
（
鬼
怒
川
）
や
奥
東
京
湾
が
入
り

込
ん
で
い
た
こ
と
を
遺
跡
（
貝
塚
）
か
ら
出

土
す
る
貝
殻
が
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　

こ
の
時
代
以
前
か
ら
、
人
び
と
は
地
形
を

効
果
的
に
読
み
取
り
、
河
川
な
ど
に
沿
っ
て

移
動
を
繰
り
返
し
、
次
世
代
へ
と
文
化
を
伝

え
て
い
き
ま
し
た
。
古
く
は
大
型
動
物
を

追
って
シ
ベ
リ
ア
方
面
か
ら
南
下
し
、そ
の
後
、

そ
れ
ま
で
こ
の
ク
ニ
に
な
か
っ
た
稲
作
や
金
属

加
工
な
ど
、
新
た
な
生
産
技
術
を
携
え
た
ヒ

ト
た
ち
が
や
っ
て
き
ま
す
。
西
日
本
に
弥
生

文
化
が
広
ま
る
と
「
米
」
と
い
う
新
た
な

財
を
他
の
者
よ
り
多
く
生
産
し
優
位
に
立
つ

た
め
、
競
っ
て
可
耕
地
と
そ
れ
に
従
事
す
る

人
を
集
め
ま
す
。
こ
の
競
争
は
水
利
権
の
獲

得
か
ら
始
ま
り
、
富
（
人
・
土
地
・
収
穫
物
）

の
収
奪
に
つ
な
が
る
争
い
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
競
り
合
い
か
ら
始
ま
っ
た
闘
争
の
中
で

頂
点
に
立
っ
た
者
た
ち
は
、
死
後
の
世
界
で

も
保
有
し
た
権
力
を
可
視
化
し
、
後
継
者
へ

の
権
力
継
承
の
儀
式
の
場
と
し
て
巨
大
な
墳

墓
を
創
り
ま
し
た
。

　

こ
の
巨
大
墳
墓
は
江
戸
時
代
後
期
、
野

州
宇
都
宮
に
現
れ
た
蒲
生
君
平
に
よ
り
「
前

方
後
円
墳
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
墳
墓
の
「
か
た
ち
」
は
畿
内
（
現
在

の
奈
良
県
大
和
盆
地
周
辺
）
に
君
臨
し
た
ヤ

マ
ト
王
権
下
で
定
型
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
九
州
や
瀬
戸
内
海
沿
岸
部
、
中
部

地
方
、
東
国
な
ど
の
地
方
首
長

ら
は
、
こ
の
王
権
に
加
盟
す
る
こ

と
で
前
方
後
円
墳
と
い
う
独
自

の
「
か
た
ち
」
の
墳
墓
を
造
る

こ
と
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
ち
ょ

う
ど
１
９
７
０
年
代
後
半
か
ら
90

年
代
に
か
け
て
、
大
型
シ
ョッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
や
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
化

さ
れ
た
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
店
が
地

域
の
購
買
力
の
差
に
よ
っ
て
店
舗

の
規
模
が
異
な
る
よ
う
配
置
さ

れ
た
よ
う
に
、
約
１
５
０
０
年
前

に
も
地
域
と
中
央
の
関
係
の
度

合
い
や
地
域
の
生
産
力
の
格
差
に

よ
っ
て
規
模
の
異
な
る
古
墳
が
造

ら
れ
ま
し
た
。

　

東
国
で
は
、
上
と
下
に
分
割

さ
れ
る
前
の
「
毛
野
」
が
最
大
の
勢
力
所

在
地
で
、
５
世
紀
前
半
に
は
、
墳
丘
（
人
を

葬
る
た
め
に
土
や
石
を
積
み
重
ね
た
丘
）
の

規
模
が
2
1
0
ｍ
と
い
う
東
国
最
大
（
全

国
28
位
）
の
前
方
後
円
墳
が
、
現
在
の
群
馬

県
太
田
市
に
造
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
古
墳
の

築
造
か
ら
四
半
世
紀
後
の
５
世
紀
中
頃
、
後

に
下
毛
野
と
呼
称
さ
れ
る
地
域
の
中
心
部
と

な
る
宇
都
宮
市
南
部
に
笹
塚
古
墳
（
全
長

1
2
0
ｍ
級
）
が
築
造
さ
れ
、
隣
接
地
に
は

数
代
に
わ
た
って
古
墳
が
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

平
成
の
時
代
、
笹
塚
古
墳
の
北
約
１
㎞
で

北
関
東
自
動
車
道
の
建
設
と
イ
ン
タ
ー
パ
ー

ク
関
連
の
大
規
模
開
発
に
伴
う
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
、
こ
の
地
を
治
め
た
豪
族
の
居
館

跡
と
と
も
に
付
近
に
集
住
し
た
人
々
の
住
居

跡
が
、
さ
ら
に
は
朝
鮮
半
島
か
ら
持
ち
込
ま

れ
た
遺
物
と
と
も
に
渡
来
系
の
人
々
に
よ
る

金
属
加
工
や
馬
の
飼
育
に
関
係
す
る
遺
構
や

遺
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
で
行

わ
れ
た
武
具
や
馬
具
、
農
具
な
ど
の
金
属
加

工
や
馬
の
飼
育
な
ど
は
当
時
の
最
先
端
技
術

で
、
こ
れ
ら
の
技
術
も
中
央
の
王
権
の
傘
下

に
加
盟
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
技
術
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
地
で
は
新
４
号
国
道
と
並
行

す
る
よ
う
に
、
奈
良
時
代
に
都
と
東
北
多

賀
城
を
（
現
在
の
宮
城
県
多
賀
城
市
）
を

結
ん
だ
幅
12ｍ
の
直
線
官
道
で
あ
る
東
山
道

跡
（
写
真
）
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
古
代
か
ら
現
代
ま

で
、
イ
ン
タ
ー
パ
ー
ク
周
辺
は
ヒ
ト
と
モ
ノ
が

往
来
す
る
要
衝
の
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

東山道跡（宇都宮市磯岡北遺跡、栃木県教育委員会提供）。右側を走る新 4 号国道に
交差するように伸びる白線部分（中央）が東山道跡
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◎栃木県立博物館 
☎028-634-1311�

栃木県誕生150年 下野新聞創刊145周年 企画展
「甲殻類ワールド～エビ、カニ、フジツボ、
ダンゴムシ、ミジンコ＆カブトエビ～」
4月29日（祝・土）～6月18日（日）
　エビやカニは、食卓や昔話、川遊びでおなじみの
生き物です。エビやカニだけではなく、フジツボや
ダンゴムシ、ミジンコ、カブトエビも、姿形は異なり
ますが、全部まとめて甲殻類です。（中略）この企画
展では、さまざまな甲殻類の形や暮らしぶりを紹介
します。（後略）（当館ホームページより）

一般＝260円／大・高生＝120円
中学生以下無料

◎栃木県立美術館 
☎028-621-3566

企画展
「川島理一郎展-描くことは即ち見ること」
4月15日（土）～ 6月18日（日）
　足利市出身の画家・川島理一郎（かわしま・りいち
ろう／1886～1971）の没後50年をむかえ、そ
の画業を顕彰する回顧展。川島は若くしてアメリカ
に渡って美術を学び、フランスをはじめヨーロッパや
アジア諸国、日本国内を旅して制作した作品の数々
を紹介。（当館パンフより抜粋）

一般＝900円／大・高生＝600円
中学生以下無料

◎宇都宮美術館 
☎028-643-0100�
宇都宮美術館開館25周年記念

「二つの教会をめぐる石の物語」
4月16日（日）まで
　聖別1932年（昭和7）の「カトリック松が峰教会聖
堂」（栃木県宇都宮市松が峰。設計＝マックス・ヒン
デル）、および聖別1933年（昭和8）の「日本聖公会
　宇都宮ヨハネ教会礼拝堂」（栃木県宇都宮市桜。
設計＝上林敬吉）は、ともに大谷石を用いたリヴァイ
バル様式の近代建築として、所在地はもとより、全
国にも知られる美しい姿かたちの歴史的建造物を造っ
た。その全貌に迫る企画展。（当館チラシより）
一般＝300円／大・高生＝210円
中・小生＝100円

主催：宇都宮美術館、
　　   下野新聞社

　

初
め
ま
し
て
。
今
月
よ
り
コ

ラ
ム
を
担
当
し
ま
す
、
藤
富
郷

で
す
。
長
年
、
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

を
務
め
て
お
り
ま
す
の
で
、「
ク

ラ
ウ
ド
な
話
」の
ス
タ
ー
ト
は
、

雲
に
つ
い
て
書
い
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
は「
雲
を
つ
か
む
」

と
は
ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
で

し
ょ
う
か
？　

漠
然
と
し
て
曖

昧
、
少
々
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
感
じ

で
す
よ
ね
。
雲
は
は
る
か
高
い

所
に
あ
っ
て
手
が
届
か
ず
、
も

し
つ
か
め
た
と
し
て
も
手
応
え

が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。
会
議

な
ど
で
は「
雲
を
つ
か
む
よ
う
な

話
」は
避
け
た
い
も
の
で
す
。

　

一
方
、
天
気
の
世
界
で
雲
を

つ
か
む
と
い
え
ば
、
状
況
を
把

握
す
る
の
に
一
番
大
切
な
こ
と

で
、
明
確
な
も
の
と
い
え
ま
す
。

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
い
ま
す

と
、
ま
ず
天
気
を
つ
く
っ
て
い

る
の
は
、
空
気
の
流
れ
で
す
。

た
だ
、
空
気
は
ど
こ
か
ら
流
れ

て
ど
こ
に
向
か
い
、
温
度
や
湿

度
は
ど
れ
く
ら
い
か
、
目
に
は

見
え
ま
せ
ん
。
ア
メ
ダ
ス
な
ど

の
気
象
観
測
で
ど
う
に
か
捉
え

よ
う
と
、
気
温
・
風
向
風
速
な

ど
を
測
り
ま
す
が
、
そ
れ
も
観

測
地
点
で
し
か
分
か
ら
な
い
も

の
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
雲
を
見
て
み
る

と
、
空
気
の
流
れ
は
一
目
瞭
然

で
す
。
雲
は
、
上
昇
気
流
に
よ
っ

て
空
気
が
冷
や
さ
れ
、
空
気
中

の
水
蒸
気
が
水
滴
や
氷
の
粒
に

な
る
こ
と
で
つ
く
ら
れ
ま
す
。

ど
の
高
さ
で
、
ど
ん
な
ス
ピ
ー

ド
で
流
さ
れ
る
か
な
ど
、
空
気

の
流
れ
を
可
視
化
し
て
く
れ
、

天
気
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

観
測
機
器
の
な
い
昔
か
ら
行
わ

れ
て
い
る
観
天
望
気
も
、
空
を

見
上
げ
て
雲
の
形
や
動
き
を
見

て
き
ま
し
た
よ
ね
。

　

人
工
衛
星
が
で
き
て
か
ら
は
、

宇
宙
か
ら
雲
を
観
測
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
は

る
か
南
、
太
平
洋
の
雲
の
様
子

ま
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
ど
れ

だ
け
画
期
的
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。

当
初
、
３
時
間
に
１
回
の
観
測

で
し
た
が
、
今
で
は
2.5
分
に
１

回
と
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
雲
を

捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
台
風
の
監
視
や
予

測
、
積
乱
雲
の
急
速
な
発
達
の

把
握
な
ど
、
災
害
予
測
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
天
気
の
視
点
か

ら
見
る
と
、
世
に
い
う
〝
雲
を

つ
か
む
よ
う
な
〟
曖
昧
な
話
で

も
、
背
景
を
深
く
観
察
す
る
こ

と
で
、
全
体
像
が
は
っ
き
り
し

た
り
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
話
に
変

わ
っ
て
い
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
そ
う
で
す
ね
。

　

今
回
は
雲
の
話
を
し
て
み
ま

し
た
が
、
他
に
も
ク
ラ
ウ
ド
と

い
え
ば
、
ネ
ッ
ト
で
さ
ま
ざ
ま

な
シ
ス
テ
ム
や
サ
ー
ビ
ス
を
結

び
付
け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

異
な
る
分
野
が
ク
ラ
ウ
ド
で
つ

な
が
り
、
効
率
的
に
な
っ
た
り

新
し
い
も
の
が
生
ま
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
私
自
身
も
、
気
象

予
報
士
で
あ
り
な
が
ら
税
理
士

に
な
り
、
鉄
道
や
ダ
ム
に
つ
い

て
も
語
っ
て
い
ま
す
。
全
く
異

分
野
の
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
ぞ

れ
が
結
び
付
い
て
、
ま
さ
に
頭

の
中
が
ク
ラ
ウ
ド
の
よ
う
で
す
。

次
回
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
話
題

も
い
ろ
い
ろ
と
書
い
て
い
き
ま

す
の
で
、
お
楽
し
み
に
。

第1回

※新型コロナウイルス対策により休館、延期になる場合がありますので、お出かけの際は事前にお確かめください。

「
雲
を
つ
か
む
」気

象
予
報
士
兼
税
理
士　
藤
富
　
郷

第1回

「ヒトの動きと文化の伝播」
下野市教育委員会事務局文化財課  山口  耕一

藤富　郷／ふじとみ・ごう

　気象予報士、税理士。埼玉県三郷市生まれ。早稲田大学大学院理工学研究科修了。大学院在学中に気象予報士
に登録。日本テレビ「スッキリ」で気象キャスター。さらに、出演しながら税理士試験に合格し、２０１６年に開業。21年に
越谷税務署長表彰受賞。趣味の鉄道では、鉄道イベント出演や時刻表、鉄道模型雑誌にコラムを寄稿。プログラミング
やダムにも造詣が深く、“複業”として得意を組み合わせて幅広く活躍中。地元の「三郷市ＰＲ大使」を務めるなど、地域
とも関わりも深めている。
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あ
な
た
も
宇
都
宮
の
も
の
知
り
達
人
に
な
ろ
う

達
人
検
定
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
！ 

あ
な
た
も
挑
戦
し
て
み
よ
う

　

安
土
桃
山
時
代
の
名
前
の
由
来

と
な
っ
た
安
土
城
は
、
織
田
信
長

が
最
後
に
建
て
た
城
で
、
滋
賀
県

近
江
八
幡
市
安
土
町
に
あ
る
城
址

に
名
残
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
そ

の
お
膝
元
に
当
た
る
場
所
に
、
織

田
信
長
が
茶
の
湯
の
た
め
に
く
ま

せ
た
湧
き
水「
梅
の
川
」が
あ
り
ま

し
た
。
現
在
は
地
下
水
の
水
位
が

少
し
下
が
っ
た
た
め
に「
梅
の
川
」

の
水
は
枯
れ
て
い
ま
す
が
、
す
ぐ

近
く
に
今
も
こ
ん
こ
ん
と
水
が
湧

い
て
い
る
場
所
が
何
カ
所
も
あ
り

ま
す
。

　

そ
ん
な
湧
き
水
ス
ポ
ッ
ト
の
真

上
に
建
て
ら
れ
た
料
亭
で
、
食
事

を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
地

元
で
採
れ
る
川
魚
や
野
菜
、
果
物

な
ど
を
ラ
ン
チ
の
コ
ー
ス
料
理
で

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
最
初
に

日
本
酒
を
飲
む
ぐ
い
飲
み
サ
イ
ズ

の
グ
ラ
ス
で
、
厨
房
に
湧
い
て
い

る
水
が
そ
の
ま
ま
何
の
味
付
け
も

せ
ず
に
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
の
味
の
微
妙
な
違
い
を
私
が

共
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
資
源
を
活
用
し
て
ヒ
ッ

ト
商
品
を
つ
く
る
た
め
に
は
ス

ト
ー
リ
ー
が
重
要
だ
と
、
よ
く
言

わ
れ
ま
す
。
私
自
身
も
こ
の
コ
ラ

ム
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
と
こ
ろ

で
、
何
度
も
そ
の
よ
う
に
取
り
上

げ
て
い
ま
す
。「
信
長
の
水
」体
験

を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
ス

ト
ー
リ
ー
が
体
験
と
し
て
お
客
さ

ん
に
届
き
、
深
く
心
に
刻
ま
れ
る

た
め
に
は
、
も
う
少
し
必
要
な
条

件
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
は
、
演
劇
で
い
う

と
脚
本
の
よ
う
な
も
の
で
、
そ
れ

が
観
客
に
届
く
た
め
に
は
、
形
に

し
て
見
せ
る
役
者
や
舞
台
が
必
要

だ
と
い
う
よ
う
な
感
覚
で
す
。
今

回
の
私
の
体
験
に
置
き
換
え
て
み

れ
ば
、
ス
ト
ー
リ
ー
は「
信
長
が

追
い
求
め
た
水
の
味
」で
あ
り
、
そ

れ
を
形
に
し
た
の
が「
一
杯
の
水
」や

「
そ
の
水
で
育
っ
た
地
域
の
野
菜
や

川
魚
」で
、
さ
ら
に
は
一
つ
ひ
と
つ

分
か
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

信
長
も
こ
の
水
の
お
い
し
さ
を
理

解
し
て
わ
ざ
わ
ざ
求
め
て
い
た
の

か
と
思
う
と
、
何
か
貴
重
な
も
の

を
い
た
だ
く
よ
う
な
厳
か
な
気
持

ち
に
な
り
ま
し
た
。
た
っ
た
一
口
の

水
で
す
が
、
私
に
と
っ
て
は
強
く

記
憶
に
残
る
体
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

料
亭
で
い
た
だ
い
た
コ
ー
ス
料

理
は
、
ど
れ
も
き
れ
い
な
器
に
盛

り
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
素
材
の
味
を
生
か
し
な
が
ら
見

た
目
も
美
し
く
、
日
本
料
理
の
技

を
駆
使
し
た
良
い
仕
事
を
感
じ
さ

せ
る
も
の
で
し
た
。
素
材
自
体
は

高
級
な
肉
や
遠
く
か
ら
取
り
寄
せ

た
海
鮮
な
ど
が
使
わ
れ
て
い
る
わ

け
で
な
く
、
あ
く
ま
で
も
地
元
で

そ
の
時
期
に
採
れ
た
旬
の
も
の
ば

か
り
で
し
た
。
一
つ
ひ
と
つ
の
料
理

を
提
供
す
る
と
き
に
、
ま
だ
若
い

料
理
長
か
ら
そ
の
食
材
や
地
域
の

食
文
化
に
つ
い
て
、
詳
し
い
説
明

が
あ
り
、
地
域
の
自
然
や
季
節
に

対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
を
主
客
で

の
料
理
に
つ
い
て
語
っ
て
く
れ
る

料
理
長
さ
ん
も
役
者
の
役
割
を
果

た
し
て
く
れ
た
と
い
え
そ
う
で
す
。

舞
台
装
置
に
相
当
す
る
の
は
、
そ

れ
ら
を
い
た
だ
い
た
料
亭
の
快
適

な
空
間
や
、
美
し
い
器
で
し
ょ
う
か
。

　

お
そ
ら
く
、
信
長
の
水
に
相
当

す
る
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
持
つ

も
の
は
、
全
国
各
地
に
多
数
あ
る

の
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
た
だ
あ

る
だ
け
で
は
宝
の
持
ち
腐
れ
で
す
。

も
し
良
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の

に
う
ま
く
生
か
せ
て
い
な
い
と
感

じ
る
の
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
度
、

そ
れ
を
形
に
す
る
役
者
と
、
役
者

と
顧
客
を
つ
な
ぐ
舞
台
が
機
能
し

て
い
る
か
ど
う
か
、
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　日経ＢＰ総合研究所 上席研究員。
１９８６年筑波大学大学院理工学研
究科修士課程修了。同年日本経済
新聞社入社。ＩＴ分野、経営分野、
コンシューマ分野の専門誌編集部を
経て現職。全国の自治体・商工会
議所などで地域活性化や名産品開
発のコンサルティング、講演を実施。
消費者起点をテーマにヒット商品育
成を支援している。著書に『地方発
ヒットを生む　逆算発想のものづくり』
（日経ＢＰ社）。  

渡辺 和博／わたなべ・かずひろ

「『
信
長
の
水
』を
体
験
し
て
思
っ
た
こ
と
」日

経
Ｂ
Ｐ
総
合
研
究
所 

上
席
研
究
員

渡
辺 

和
博

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定
と
は

　

宇
都
宮
市
お
も
て
な
し
推
進
委
員
会
が

主
催
す
る
検
定
試
験
で
す
。
宇
都
宮
に
関

す
る
歴
史
や
文
化
、
餃
子
・
カ
ク
テ
ル
・
ジ

ャ
ズ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
知
識
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
の
検
定
で
す
。

　

宇
都
宮
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
来

訪
者
に
宇
都
宮
の
魅
力
を
も
っ
と
紹
介
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
分
の
お
住
ま

い
の
宇
都
宮
を
知
り
、
皆
さ
ん
の
お
も
て
な

し
の
力
を
高
め
ら
れ
ま
す
。

　

達
人
検
定
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
い

つ
で
も
受
験
で
き
ま
す
。
検
定
試
験
は
無

料
で
、
検
定
結
果
は
自
分
だ
け
の
秘
密
で

す
。
ぜ
ひ
、
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

達
人
検
定
が
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

　

検
定
問
題
が
２
５
０
問
か
ら
３
０
０
問
に

増
え
ま
し
た
。

　

宇
都
宮
市
で
は
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
目

的
と
し
た
「
宇
都
宮
学
」
を
、
令
和
３
年

度
か
ら
市
内
全
小
中
学
校
で
実
施
し
て
い

ま
す
。「
宇
都
宮
学
」
の
副
読
本
が
作
成

さ
れ
、
児
童
生
徒
に
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
副
読
本
を
出
典
に
、
問
題
を
増
や
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
宇
都
宮
駅
東
口
交
流
拠
点
施
設

の
「
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮
」
が
オ
ー
プ

ン
し
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
本
年
８
月
に
開
業
予
定
な

ど
、
未
来
を
生
き
る
市
民
が
豊
か
で
便
利

に
生
活
で
き
る
ま
ち
を
捉
え
て
、
問
題
を

増
や
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
毎
月
問
題
を
掲
載
し
て
い

き
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

上
野
勝
弘
推
進
委
員
会
委
員
長
か
ら

　
「
宇
都
宮
市
お
も
て
な
し
推
進
委
員
会

で
は
、
本
市
への
再
訪
や
定
住
に
結
び
つ
け
、

産
業
や
観
光
振
興
な
ど
に
つ
な
が
る
よ
う

に
、
お
も
て
な
し
力
を
高
め
る
取
組
を
お

こ
な
って
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
達
人
検
定
に
挑

戦
し
て
い
た
だ
き
、
宇
都
宮
に
来
た
方
に
、

宇
都
宮
の
魅
力
を
た
く
さ
ん
紹
介
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
」

① CDM　② CSR　③ ESG　④ SDGs
※答えは来月号に掲載予定

Ｑ. 宇都宮市は 2019( 令和元 ) 年に、持続可能な開発を実現すること
が可能な都市として、栃木県内では初めて選定された「◯◯未来
都市」ですが、○○に入る言葉は何でしょうか。

宮
の
も
の
知
り
達
人
検
定

あなたも挑戦！「宮のもの知りクイズ」

宇都宮市おもてなし推進委員会
上野勝弘委員長

宮のもの知り達人検定
公式WEBサイト

問合せ

宇都宮市
おもてなし推進委員会

（（一社）宇都宮観光コンベンション協会内）
☎028-632-2445
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１
３
０
周
年
を
迎
え
る
宇
都
宮
商
工
会
議
所

創
立
１
３
０
周
年
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が

決
定
し
ま
し
た

ご
あ
い
さ
つ
　
宇
都
宮
商
工
会
議
所 

会
頭 

藤
井  

昌 

一

創
立
１
３
０
周
年
記
念

特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設

記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
！

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
は
明
治
26
年
8
月
12
日
に
誕
生
し
、
本
年
8
月
12
日
に
１
３
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
の
度
、

創
立
1
3
0
周
年
を
記
念
し
て
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
作
製
や
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
開
設
し
ま
し
た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

特集

3  

宇都宮商工会議所
創立１３０周年

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
は
、
会
員
の
皆
さ
ま
な

ら
び
に
多
く
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
ご
協

力
に
よ
り
、
令
和
５
年
８
月
12
日
に
創
立
１
３
０

周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
心

よ
り
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

当
所
は
、
明
治
26
年
８
月
12
日
に
宇
都
宮
商

業
会
議
所
と
し
て
誕
生
し
、
昭
和
３
年
の
商
工

会
議
所
法
施
行
に
よ
っ
て
名
称
を
宇
都
宮
商
工

会
議
所
と
改
め
ま
し
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
期
の
統
制
経
済
下
で
は
、

昭
和
18
年
に
「
商
工
経
済
会
」
に
再
編
成
さ
れ
、

宇
都
宮
の
地
域
経
済
を

支
え
て
、
１
３
０
年
。

　

宇
都
宮
商
工
会
議
所
は
明
治
26
年
８
月
12

日
、
全
国
37
番
目
の
商
工
会
議
所
と
し
て
誕
生

し
ま
し
た
。
地
域
に
根
差
し
、
変
革
の
時
代
に

挑
戦
す
る
地
域
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
さ
ら

な
る
飛
躍
を
目
指
し
ま
す
。

　

創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
当

所
の
存
在
や
活
動
内
容
を
幅
広
く
周
知
す
る
た

め
に
「
記
念
ロ
ゴ
マ
ー
ク
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

今
後
実
施
予
定
の
各
種
記
念
事
業
や
名
刺
や
封

筒
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
な
ど
の
各
種
印
刷
物
、

本
誌
や
特
設
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
の
広
報
媒
体
等
で

使
用
す
る
予
定
で
す
。

　

創
立
１
３
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、

４
月
１
日
に
「
創
立
１
３
０
周
年
特
設
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

本
サ
イ
ト
で
は
創
立
１
３
０
周
年
事
業
に

関
す
る
情
報
を
発
信
し
な
が
ら
、
記
念
動

画
の
配
信
や
会
報
誌
バッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ

た
当
所
の
歴
史
の
紹
介
な
ど
を
掲
載
し
て
い

本
来
の
活
動
は
一
時
中
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
終
戦
後
の
昭
和
21
年
に
、
社
団

法
人
宇
都
宮
商
工
会
議
所
と
し
て
い
ち
早
く
再

発
足
し
、
昭
和
28
年
に
施
行
さ
れ
た
商
工
会
議

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

　

宇
都
宮
を
代
表
す
る
縁
起
物
の
郷
土
玩

具
「
黄
ぶ
な
」
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
を
取
り
入

れ
る
こ
と
で
、
疫
病
退
散
、
会
員
の
皆
さ
ま

の
末
永
い
健
康
（
無
病
息
災
）
の
願
い
を
込

め
ま
し
た
。

　

１
３
０
の
「
０
」
の
部
分
に
は
、
循
環

型
社
会
を
目
指
す
持
続
可
能
な
経
営
や
途

切
れ
る
こ
と
の
な
い
次
代
へ
の
承
継
を
「
円
」

で
表
す
と
と
も
に
、
宇
都
宮
商
工
会
議
所

と
会
員
の
皆
さ
ま
と
の
つ
な
が
り
を
表
す

「
縁
」
を
掛
け
合
わ
せ
て
表
現
し
ま
し
た
。

く
予
定
で
す
。

　

今
後
は
さ
ら
に
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
さ
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発
信
し
て
い
く
予
定

で
す
。

　

な
お
、
特
設
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
る
情

報
は
、
本
誌
で
も
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

所
法
に
基
づ
く
公
益
法
人
と
し
て
今
日
に
至
っ
て

い
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
の
世
界
経
済
は
、
情
報
化
社
会

の
進
展
に
と
も
な
う
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
自

然
災
害
へ
の
対
応
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

に
代
表
さ
れ
る
地
政
学
的
リ
ス
ク
の
高
ま
り
な

ど
、
大
き
な
試
練
に
見
舞
わ
れ
、
今
も
な
お
予

断
を
許
さ
ぬ
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
加
え

て
、
国
内
に
お
い
て
は
労
働
力
人
口
減
少
へ
の
対

応
や
脱
炭
素
・
循
環
型
社
会
の
実
現
な
ど
、
企

業
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
も
、
令
和
２
年
１
月
に
始
ま
っ

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
国
内
感
染
以
降
、
社

会
・
経
済
は
大
き
く
混
乱
し
対
策
に
追
わ
れ
る

日
々
が
続
い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
収

束
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
限
り

で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
、
宇
都
宮
市
で
は
次
世
代
型
路
面
電
車

と
呼
ば
れ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
開
業
を
迎
え
、
ス
マ
ー
ト

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
の
着
実
な
実
現
に
向
け
た

新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

https://u-cci.or.jp/130th_annive/

特設サイトURL

宇都宮商工会議所
創立130周年記念

特設サイト

大谷石を使った「旧商工会議所」の建物（昭和３年竣工）

明治26年に建てられた「旭日館」

　

当
所
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
急
速
に
変

化
し
た
新
し
い
生
活
様
式
や
働
き
方
を
考

慮
し
な
が
ら
企
業
支
援
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
行
政
の
施
策
に
連
動
し
た
ま
ち

づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
て
ま
い

り
ま
す
。
そ
し
て
、
先
覚
者
た
ち
の
弛
ま

ぬ
努
力
に
よ
っ
て
紡
が
れ
た
歴
史
を
踏
ま
え

な
が
ら
大
い
な
る
創
造
力
を
発
揮
し
、
地

域
経
済
の
持
続
的
な
発
展
を
目
指
し
、
解

決
す
べ
き
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
さ
ら
な

る
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
10
年
後
の
１
４
０
周
年
に
向
け

た
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
踏
み
出
す
に
あ
た

り
、
共
に
歩
み
続
け
る
会
員
の
皆
さ
ま
の

益
々
の
ご
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
あ

げ
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。問合せ

総務部
☎028-637-3131

特集3  １３０周年を迎える宇都宮商工会議所



　　 UTSUNOMIYA

キタカンだより

北
関
東
自
動
車
道
の
開
通
で
、よ
り
近
く
な
っ
た
北
関
東
の
三
県
。

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い「
お
隣
さ
ん
」群
馬
県・茨
城
県
の

魅
力
や
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
足
を
延
ば
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

4月
April

　　 MITOMAEBASHI

題字：第16代会頭  藤井 清氏 揮毫

vol.715	 令和5年4月10日発行
発　行　所	 宇都宮商工会議所
	 〒320-0806　宇都宮市中央3-1-4
	 1028-637-3131　5028-634-8694
	 https://www.u-cci.or.jp
編集発行人	 野原正祥
編集・制作	 有限会社　随想舎
	 ©宇都宮商工会議所
	 本誌記事・写真・イラストなどの無断転載を禁じます。

　宮のもの知り達人検定などのいわゆる「ご当地
検定」は、2000年半ば頃から全国的に流行しま
した。宮のもの知り達人検定も2007年に第1回
が集合形式で開催され、当時は受験者数が多数い
たようです。しかし、地元の知識を来訪者に説明
する能力としての「おもてなし」の側面が強く、実生活において
特に有用なものではないことから、ご当地検定の受験者は全国
的に減少し、廃止されたご当地検定もあるそうです。
　宮のもの知り達人検定は、ＷＥＢ版で継続していますので、
ご当地検定のＤＸを実現できた結果なのかもしれませんね。
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３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
世
界
一
決

定
戦
の
開
幕
戦「FIBA

 3x3 
W

orld Tour U
tsunom

iya 
O

p
en

er 2023

」が
、宇
都

宮
の
中
心
地
各
地
で
開
催

さ
れ
ま
す
。宇
都
宮
市
は
、

２
０
１
６
年
か
ら
国
際
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟(

Ｆ

Ｉ
Ｂ
Ａ
）
が
主
催
す
る
ク

ラ
ブ
チ
ー
ム
世
界
一
決
定
戦

「FIBA
 3x3 W

orld Tour

」

を
誘
致
し
、「
３
x
３
の
ま
ち
、

宇
都
宮
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
大

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ
３

x
３
チ
ー
ム
ラ
ン
キ
ン
グ
上

位
チ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る

世
界
の
ト
ッ
プ
チ
ー
ム
に
よ

る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る

と
と
も
に
、神
輿
や
和
太
鼓

な
ど
の
日
本
ら
し
さ
を
活
か

し
盛
大
に
演
出
す
る
こ
と
で

「
3
x
3
の
ま
ち
宇
都
宮
」を

全
世
界
に
発
信
し
ま
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
の
始
ま

る
ま
ち
宇
都
宮
で
し
か
体
感

で
き
な
い
、世
界
最
高
峰
の

３
x
３
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
よ
る

迫
力
あ
る
プ
レ
ー
や
ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
な
試
合
展
開
を
お
愉

し
み
く
だ
さ
い
。

【
開
催
場
所
】

宇
都
宮
二
荒
山
神
社
参
道
お

よ
び
バ
ン
バ
市
民
広
場
、宮
み

ら
い
ラ
イ
ト
ヒ
ル
、ラ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
宇
都
宮

【
開
催
日
程
】

２
０
２
３
年
４
月
28
日（
金
）

〜
４
月
30
日（
日
）

【
入
場
料
】無
料

※
そ
の
他
大
会
の
詳
細
は
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

FIBA 3x3 World Tour Utsunomiya Opener 2023

FIBA 3x3 World Tour Utsunomiya Opener 2023

頭の体操をはじめよう！ クロスワードパズル

応募先
〒320−0806 宇都宮市中央 3 -1- 4　
宇都宮商工会議所 会報「天地人」係
※個人情報保護法に基づき、応募データは上記目的以外には
　使用しません。

A～Fの文字を並べ替えて、ある言葉をつくってください
〈ヒント〉	最近県内でも増えてきた「ネーミングライツ」制度。日本語で言うと？
	 例：「カンセキスタジアムとちぎ」など

1.
2.
3.
5.
6.
7.
9.

12.
14.
16.
18.
20.
21.
23.
24.
25.

1.
4.
8.

10.
11.
13.
15.
17.
18.
22.
24.
25.
26.
27.

ソメイヨシノより遅く4月下旬が見頃のサクラの種
インド等で主食となっているパンのような食べ物
4月に全国で行われる県○○○議員選挙。さて結果は？
家人などの外出中、その家を守ること。江戸幕府および諸藩に置かれた職名のひとつ
医者が治療をあきらめることを「○○を投げる」と言います
インドシナ半島を南に流れる大河○○○川
今年中に人口が世界第1位と予想されるアジアの大国
今年度から高校野球で延長戦になった時に10回目から始める

「先に行った彼からこんな○○○○○が届いているよ」などと
1㎏の1000倍の重さの単位は？
南米フォルクローレの名曲。ケーナで演奏される「○○○○は飛んでいく」
ステーキの焼き方で肉の表面を強火で焼いたもので中心部は生な状態
配偶者がない人の言い方
寄席で最後に出演する人「本日の○○を務めます」などと挨拶
父母の姉妹の呼び方「伯母」「叔母」他人は「小母さん」と
滅多にないこと「○○な事例」など

「柳」「楊柳」とも書く樹木。風に吹かれてそよぐのも風流
この時期細かい雨がしとしと降ること。芝居で月形半平太の名ゼリフ
桜満開の下での○○○○も時と場所をわきまえて行いましょう
サケ、マスの魚卵で卵巣膜に入ってつながった状態のもの
仕事の第一線を退くこと「もう年で○○○○することにした」などと
地上の美人に見とれて天界から落ちてしまったとかの「○○の仙人」
土を積み上げて作った土手、堤などの言い方。土塁も同じ
最近数が減少していずれ各地の水族館からも消えそうな海の動物
コーヒーなどで複数の豆を混ぜ合わせて淹れたもの
愛知県の中部国際空港の愛称は？
永遠の映画スターとして知られた女優「○○○○○・ヘップバーン」
時には麻薬としても栽培される「芥子」の花
シソ科の一年草のハーブ「バジリコ」とも
西洋の道化役者のこと。サーカスなどで滑稽な仕草で笑わせる

●ヨコのカギ

●タテのカギ

先
月
号
の
答
え : 

タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

●	

以
下
の
解
答
フ
ォ
ー
ム
を
読
み
取
り
、
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム
か
ら
解
答
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ハ
ガ
キ
の
場
合
は
、
住
所
、
氏
名
明
記
の
上
、

	

宇
都
宮
商
工
会
議
所「
天
地
人
」担
当（
下
記
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

	

正
解
者
の
中
か
ら
5
名
様
に
5
0
0
円
分
の
図
書
カ
ー
ド
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

	

締
め
切
り
4
月
30
日
到
着
分
ま
で
。

	

※
当
選
発
表
は
、
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

解答フォーム

※新型コロナウイルス感染症の影響により内容が変更する場合があります。最新の開催状況等は、主催者等にお問い合わせください。

　

水
戸
市
の
観
光
モ
デ
ル

コ
ー
ス
に
、自
転
車
で
楽
し

め
る
新
た
な
コ
ー
ス
が
で

き
ま
し
た
！

　

暖
か
く
な
っ
て
き
た
季
節

に
風
を
感
じ
な
が
ら
レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
を
使
っ
て
街
め
ぐ

り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

偕
楽
園
や
弘
道
館
と
い
っ

た
代
表
的
な
観
光
施
設
を

回
る
観
光
定
番
コ
ー
ス
か

ら
、神
社
や
お
寺
を
巡
り
歴

史
を
感
じ
ら
れ
る
コ
ー
ス

ま
で
、テ
ー
マ
に
分
か
れ
た

5
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す

の
で
、水
戸
の
街
の
周
遊
に

　
〝
前
橋
を
Ｐ
Ｉ
Ｚ
Ｚ

Ａ
の
聖
地
に
〟を
開
催

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
群
馬

県
内
の
本
格
窯
を
使
用

し
た
腕
自
慢
の
有
名
店

が
前
橋
市
中
心
商
店
街

に
集
結
。
当
日
は
、
来

場
者
の
投
票
に
よ
り

ピ
ッ
ツ
ァ
の
頂
点
を
決

定
す
る
ほ
か
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
向
け
の
ピ
ッ
ツ
ァ

作
り
教
室
や
石
窯
で
焼

く
本
格
ピ
ッ
ツ
ァ
販
売

会
な
ど
が
２
日
間
に
わ

た
り
行
わ
れ
ま
す
。

第5回 ＫＩＮＧ ＯＦ ＰＩＺＺＡ
in ＭＡＥＢＡＳＨＩ ２０２３ レンタサイクルで旅する水戸のまち

日　時／ 5月13日（土）・14日（日）　両日午前10時〜午後３時
場　所／前橋中央イベント広場・中央通り（前橋市千代田町）
内　容／	①石窯で焼く本格ピッツァ販売会 
	 ②ＫＩＮＧ ＯＦ ＰＩＺＺＡを決定（15日発表）
	 ③ピッツァ教室（お１人様1000円） 
	 ④キッズコーナー  他
主催者／ＫＩＮＧ ＯＦ ＰＩＺＺＡ実行委員会
公式サイト／ https://kingofpizza.jp/
※詳細内容は、主催者発表をご確認ください。

■水戸駅北口レンタサイクル　貸出時間／午前９時〜午後６時
利用料金／電動アシスト付自転車 １日１回１０００円（定額）
■水戸駅南口レンタサイクル　貸出時間／午前９時〜午後６時
利用料金／普通自転車 １日１回５００円、電動アシスト付自転車 １日１回１０００円
■千波湖・桜川レンタサイクル　貸出時間／午前9時〜午後4時
※ただし、12月29日〜31日を除く　土日祝日および水戸の梅まつり期間のみ営業
利用料金／普通自転車 1日1回500円、タンデム車　1日1回500円
レンタサイクル紹介サイト
https://mitokoumon.com/specialtopics/useful/cyclingmito/

お
役
立
て
く
だ
さ
い
！

公式サイト 公式サイト

公式サイト

第5回ＫＩＮＧ ＯＦ ＰＩＺＺＡ in ＭＡＥＢＡＳＨＩ ２０２３

春
を
待
つ
時
の
ワ
ク
ワ
ク
感
。

あ
の
ワ
ク
ワ
ク
感
を
持
っ
て

「
今
日
」を
生
き
よ
う
。

書
道
家

 

武
田 

双
雲

　１９７５年熊本生まれ。東京理科大学卒業後、ＮＴＴに就職。
約３年後に書道家として独立。ＮＨＫ大河ドラマ「天地人」や世
界遺産「平泉」など、数々の題字を手掛ける。講演活動やメディ
ア出演のオファーも多数。ベストセラーの『ポジティブの教科
書』のほか、著書は 50 冊を超える。２０１３年度文化庁から文
化交流使に任命され、ベトナム・インドネシアにて、書道ワーク
ショップを開催、17 年にはワルシャワ大学にて講演など、世界
各国で活動する。近年、現代アーティストとして創作活動を開
始し、15 年カリフォルニアにて、アメリカ初個展、19 年アート
チューリッヒに出展、20 年には、ドイツ、代官山ヒルサイドフォー
ラム、日本橋三越、大丸松坂屋（京都店・心斎橋店）、GINZA　
SIX、伊勢丹新宿店にて、個展を開催し、盛況を博す。

■公式ホームページ　https://www.souun.net/
■公式ブログ【書の力】　http://ameblo.jp/souun/
■ LINE ブログ　http://lineblog.me/takeda_souun/
■ Facebook　https://www.facebook.com/souun.calligraphy
■ Twitter　https://twitter.com/souuntakeda
■ Instagram　https://www.instagram.com/souun.takeda/

武田  双雲 
たけだ・そううん

〈 プロフィール 〉

「待
たい

春
しゅん

」

千波湖弘道館
2018年に開催された時
の会場風景
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